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鵡川・沙流川 DMO「ワクワクワク」 

～むかわ町・日高町・平取町～ 

第１章 むかわ町における夏期施設アンケート調査 

 

１．調査の概要 

（１）調査の目的 

  目的としては、地域連携 DMO として 3町の観光地域づくりを推進するために、各町施

設などにおいて、当地域における来訪者の質的構成や、動向を数量的に把握し、また、来

訪者が「何を目的に旅行をしているか、何を求めているか」を把握するために調査を行っ

た。また、得られた情報を分析することにより、事業内容や KPIの設定の検討を行うため

に利用する。 

 

（２）調査方法 

  アンケート調査は、調査員が施設の玄関先でブースを設置し、来訪者に直接アンケート

記入を依頼する、いわゆる対面方式で行った。アンケート回答の謝礼として、各町の風景

写真を印刷したポストカード（３枚１組）をプレゼントした。謝礼品は調査地以外の他町

特産品にし、回遊してもらうきっかけづくりやアンケートをスムーズに行うことを目的と

している。 

 

（３）調査対象 

  調査地以外（町民以外）からの来訪者 

 

（４）調査地点 

  道の駅「四季の館」 玄関前 

 

（５）調査期間 

  令和元 8月 23日（金）～25日（日） 

 

（６）調査項目 

  属性、認知度、来訪回数（リピーター）、来訪手段、出発地から調査地までの所要時間、

旅行ルート、滞在時間、町イメージ、旅行目的、調査地での消費額、情報源、満足度 

 

（７）アンケート回収数 

  ① 8月 23日（金）  99枚 

  ② 8月 24日（土） 101枚 

  ③ 8月 25日（日）   99枚 

  合計 299枚 
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鵡川・沙流川 DMO「ワクワクワク」 

～むかわ町・日高町・平取町～ 

２．調査結果 

 

 

 

（１）性別（n=299） 

  男性と比べて女性の方が若干多い結果となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）年代構成（n=299） 

  全体的にみると、70代以上が最も多く、次いで 50代、60代となっている。ミレニア

ム世代である 20 代、30 代は約 11％と低く、10 代を合わせたとしても 16％にとどま

っており、若い世代がほとんど来訪していないことが分かった。40～70 代以上はそれぞ

れ同じような割合であり、50代以上の高年齢層が全体の約 65％近くを占めている。 

  若い世代の割合がまだまだ少ない状況であるため、若い世代が来て楽しめるような事業

展開が必要となってくる。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

２-１ ご回答いただく方について 

全体の平均は 49.6歳 
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鵡川・沙流川 DMO「ワクワクワク」 

～むかわ町・日高町・平取町～ 

  以下の図は男性の年代割合である。割合としては 70代以上が最も多く、次いで 50代、

60代となっている。全体と同じように 30代以下は低い水準である。全体割合と比べて、

70代以上が少し多く、40代が若干少なくなっている。全体よりも平均年齢が約1歳低い。

女性よりも約 2歳低い。 

【男性×年代】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  以下の図は女性の年代割合である。割合としては 50代が最も多く、次いで 40代、60

代となっている。男性との違いは 70代以上の割合が少なく、40～60代が多いことであ

る。10代がほとんどいなく、それ以外の若い世代も、少なくなっている。全体よりも平均

年齢が約 1歳高い。男性よりも約 2歳高い。 

【女性×年代】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※平均年齢は年代から算出したもので、実際の数値ではなく参考数値である 

【前年度同時期比較】 

   前年度の同時期と比較して、30代以下の若い世代の来訪率が 10ポイント以上も低く

なっている。 

  

男性の平均は 48.9歳 

女性の平均は 50.5歳 
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鵡川・沙流川 DMO「ワクワクワク」 

～むかわ町・日高町・平取町～ 

【性別の年代割合（全体比較）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）居住地（n=299） 

  全体を見ると、道内からの来訪者が約 64％となっており、平取町、日高町の 2町と比

べて道外からの来訪者が多く調査地へと訪れているのが分かった。これは、調査地が苫小

牧港からや、新千歳空港から近いことが要因と推測する。調査地の道の駅ではキャンピン

グカーでの来訪が目立っている。 
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鵡川・沙流川 DMO「ワクワクワク」 

～むかわ町・日高町・平取町～ 

  以下の図は道内からの来訪者の詳しい居住地である。札幌からの来訪者が最も多く、全

体の約 30％を占めている。次いで多いのは苫小牧市、石狩地方の約 11％である。近隣町

である日高町からは約 10％、平取町に至ってはほとんどみられなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  道内のどこのエリアから来訪しているか把握するために、振興局別に集計したところ、

以下の図のようになった。多くを占めるのは石狩地方と胆振地方で約 6割である。次いで、

日高地方となっている。おおむね居住地から 1～2時間ぐらいで来ることができる来訪者

が多くなっている。また、エリアごとに色を分けてみた。西からの流入が多くなっている

のが分かる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10.1％ 

16.1％ 

68.1％ 
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鵡川・沙流川 DMO「ワクワクワク」 

～むかわ町・日高町・平取町～ 

  一方、道外からの来訪者の居住地は以下の図のとおりである。最も多かったのは東京都

を含む関東地方からが多く、次いで京都府を含む関西地方からである。関東や関西からは、

交通の便が良く、新千歳空港への直行便が多いことや大洗港や名古屋港からのフェリー便

の多さが要因と推測する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前年度同時期比較】 

   今回の調査では、昨年とさほど違いは見られないが、道内の居住地を見ると、東エリ

アの居住者は昨年と比べて 2.5倍多くなっており、反対に西エリア、北エリアともに若

干減っている。 
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鵡川・沙流川 DMO「ワクワクワク」 

～むかわ町・日高町・平取町～ 

  道内の来訪者の居住地を同心円図で見てみると、以下の図のようになる。ピンク色のポ

イントが来訪者の居住地となっているが、詳しい住所が分からないため役場があるところ

にポイントしている。おおむね高速道路がある、または近い場所から来ていることが分か

る。直線距離では 20～40ｋｍの範囲の西側の居住地からより多く訪れていることが分か

った。人口が多く、交通の便が良い場所からの来訪ということになる。 

【道内の同心円図から見る来訪者の居住地】 
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鵡川・沙流川 DMO「ワクワクワク」 

～むかわ町・日高町・平取町～ 

（４）同行者の構成（n=299） 

  全体としては、「夫婦」が最も多く、次いで「ひとり」、「17歳以下の子供がいる子供連

れ家族」と続いている。家族単位が約 61％、その他が約 39％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  性別と年代別の同行者構成については以下の図のとおりである。性別で見ると、どちら

も「夫婦」での来訪が多くなっており、それ以外では男性については「ひとり」が女性と

比べて多くなっており、反対に女性は「友人」との来訪が多くなっていることが分かって

いる。 

  年代別にみると、10代は家族単位での来訪が主となっており、20代になると家族単位

が多いものの友人やカップルと来訪する割合も高くなっている。家族単位での来訪割合で

いえば 30代、60代が他の年代と比べて多く、それぞれ約 75％を占めており、その中で

も 30代は「17歳以下の子供連れ家族」が多く、60代は「夫婦」が多くなっている。そ

れぞれ全体の中で、その項目について最も多くなっている。 

【性別・年代別の同行者構成】 
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（１）来訪回数（n=299） 

  以下の図は来訪者の来訪回数を全体および性別、年代別に集計したものである。全体的

にみると、初めての来訪が約 34％で不明を除く残りの約 65％がリピーターということに

なる。その中でも 5回以上の来訪が約 40％と多くなっている。 

  性別で見ると、女性よりも男性の方がリピート回数が多くなっている。差はあるが、僅

差である。 

年代別にみると、10～30代においては全体と比べて初めての来訪が多くなっているこ

とが分かる。その中で 10代においては、初めての来訪が約 6割近くあり、リピート率が

低い水準となっている。40代以降に関しては、リピート率が高く、特に 70代以上は 5

回以上の来訪が約 6割となっておりハイリピーターが多いことが分かった。これは、年齢

が高い分来訪チャンスが多いことから、そういった割合になっていると推測する。そのこ

とから、若い世代に対し来訪してもらえるような取組をすることによって、将来的に多く

の来訪者を獲得することにつながっていくと考えられる。 

【全体および性別、年代別の来訪回数】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前年度同時期比較】 

   昨年度より初めての来訪が多くなっており、約 8ポイント多くなっている。割合構成

的に言えばあまり変わりはなく、年齢が高くなればなるほどリピーター率が高くなって

いる傾向は同じである。 

 

 

  

２-２ むかわ町へは、今回が何回目のご来訪ですか？ 



 

 

  
10 

 

 

鵡川・沙流川 DMO「ワクワクワク」 

～むかわ町・日高町・平取町～ 

（２）再来訪期間（n=186） 

  以下の図は、前回から今回まで来訪するまでの期間を調査したものとなっている。全体

的にみると、1年以内に再び訪れている来訪者が約 38％となっている。次いで、半年以

内が約 36％となっており、合わせると約 74％が 1年以内に訪れており、短いスパンで

来訪している人が多いことが分かった。男女差はおおきくは見られないが、男性の方が若

干短いスパンで来訪していることが分かっている。 

  年代で見てみると、10代と 20代は全体と比べて短いスパンの来訪が多くなっており、

反対に 30代と 50代は、長いスパンでの来訪が多くなっていることが分かっている。 

いずれにしても、半年以内を含む 1年以内の来訪が多くを占めている。調査時期は観光

客が多いグリーンシーズンであるため、来訪チャンスも多くなっていることから、来訪の

スパンも短くなっていることがその一因と考えられる。 

【全体および年代別の再来訪期間】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前年度同時期比較】 

   昨年度と比べて再来訪期間は短くなっており、半年以内を含む一年以内の短い来訪が、

約 16ポイントも多くなっていることが分かった。 
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鵡川・沙流川 DMO「ワクワクワク」 

～むかわ町・日高町・平取町～ 

 

 

（１）来訪手段（n=290） 

  来訪手段としては、ほとんどの来訪者が「マイカー」で来ていることが分かった。

次いで「レンタカー」、「公共交通機関」となっており、レンタカーを利用して来訪

している人あまり見られなかったことから、道外者の来訪手段としてはフェリーを

利用した「マイカー」での来訪が多かった裏付けとなっている。 

  H28年度北海道の観光客動態調査によると、来訪者の旅行時の移動手段としては、マ

イカーが約 74％となっており、当地域よりも低い水準（当地域差 11.5ポイント）とな

っているが、全体的には同じような傾向となっている。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考：H28年度北海道の観光客動態調査より 旅行時の移動手段】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

２-３ 今回のご旅行でむかわ町まで、どのような手段で来られましたか？ 

参考図：北海道経済部観光局調べ（平成 28 年度観光客動態・満足度調査報告書より） 



 

 

  
12 

 

 

鵡川・沙流川 DMO「ワクワクワク」 

～むかわ町・日高町・平取町～ 

 

 

（１）出発地からの所要時間（n=299） 

  出発地からむかわ町までの所要時間についてだが、最も多いのが４時間以上での来訪が

約 38％、次いで 1時間台の約 22％となっている。 

4 時間以上かけて来訪している人が多くなっているのは道外からの来訪者が多いことと、

道内各地を巡って来訪していることによる数値となっている。全体的には、道内の来訪者

は 2時間台以内にむかわ町へ来訪していることが分かっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前年度同時期比較】 

   昨年と比べて、4時間以上の所要時間が約 8％多くなっていることが分かっている。

このうち 5％は道内の来訪者が様々な場所をめぐって来訪しているためである。残りの

3％は昨年よりも道外からの来訪者が多くなっていることにより割合が上がっていると

考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

２-4 今回のご旅行について、出発地からむかわ町までの所要時間を教えてください。 
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鵡川・沙流川 DMO「ワクワクワク」 

～むかわ町・日高町・平取町～ 

 

 

（１）むかわ町を訪れるまでに立寄った先（n=299） 

  立寄った人と立寄っていない人と比べると、立寄った人が約 56％を占めている。 

 

 

 

 

 

 

  以下の図は、立寄ったと回答した中での具体的な場所である。一番多いのは安平町で、

次いで日高地方、苫小牧市、石狩地方と続いている。安平町が多いのは、新しい道の駅「あ

びら D51ステーション」が開設されたことが起因していると推測する。 

ルート的に考えると、苫小牧方面からは国道 235号、または日高道を利用したと推定す

る西ルートからの来訪が最も多く約 50％となっている。 

日高地方側からの国道 235号を利用したと推定する東ルートが約 25％、旭川方面から

の国道 237号（日高町日高地区、平取町を経由）を利用したと推定する北ルートが約 15％

となっている。 

【立ち寄った先の具体的地名】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前年度同時期比較】 

  函館などの渡島地方からのルートで辿ってくる人が昨年は約 9％だったのに対し、今

回の調査では全く見られなかった。各エリアの割合はほとんど変わりがない。 

 

 

  

２-５ 今回のご旅行で、立寄り先と立寄る予定の場所を教えてください。 

 

50.2％ 

24.5％ 

15.2％ 
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鵡川・沙流川 DMO「ワクワクワク」 

～むかわ町・日高町・平取町～ 

（２）むかわ町からどこに訪れるか、立寄る予定先（n=299） 

  立寄る予定と回答した人は全体の約 58％に上っており、約 6割の来訪者が調査地から

どこか違う場所へ移動する、となっている。不明の約 18％は立寄るかどうかまだ決めか

ねている状態である。 

 

 

 

 

 

 

  立寄る予定と答えた人の具体的な場所については、以下の図のとおりである。一番多い

のが、日高地方で、次いで苫小牧市、新ひだか町と続いている。 

  ルート的に考えると、苫小牧や千歳方面への西ルートが約 50％で全体の約 5割を占め

ている。次いで日高地方方面の東ルートを辿る人が約 31％、十勝や上川地方方面への北

ルートが約 9％となっている。 

【立寄る予定の具体的地名】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前年度同時期比較】 

  昨年と比べて胆振地方への移動が少なくなっている。各エリアの割合はほとんど変わ

りがない。 

 

  

50.2％ 

9.0％ 

31.0％ 
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鵡川・沙流川 DMO「ワクワクワク」 

～むかわ町・日高町・平取町～ 

（３）ルート検証（n=299） 

どのエリアから来て、どこのエリアに向かうのか、ルートが分かるように以下に図を示

す。西エリアからの来訪者は「西エリアへ」、東エリアからの来訪者は「西エリアへ」、北

エリアからの来訪者は「西エリアへ」がそれぞれ多くなっていることが分かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

東エリアからの来訪

（平取や新ひだかなど） 

む
か
わ
町 

北エリアからの来訪 
（富良野や占冠など） 

む
か
わ
町 

全体の 20.9％が 

東エリアから 

全体 12.2％が 

北エリアから 

全体の 66.9％が 

西エリアから 

西エリアからの来訪 
（札幌や安平など） 

む
か
わ
町 

西エリアへ 

東エリアへ 

北エリアへ 

63.8％ 

27.0％ 

9.2％ 

西エリアへ 

東エリアへ 

北エリアへ 

60.0％ 

36.7％ 

3.3％ 

西エリアへ 

東エリアへ 

北エリアへ 

61.5％ 

7.7％ 

30.8％ 
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鵡川・沙流川 DMO「ワクワクワク」 

～むかわ町・日高町・平取町～ 

 

 

（１）滞在時間（n=299） 

  全体的にみると、約 61％という高い割合で半日の日帰りで次の場所に移ってし

まう人が多く見受けられる。一日の滞在（日帰り）する人は約 21％となっており、

1泊以上の宿泊者は、約 19％にとどまっており、5人に 1人が宿泊していること

が分かった。 

  年代別にみると、長く滞在している世代としては 60代と 70 代である。全体よ

りも短い滞在（半日、日帰り合わせて）となっている世代としては、10代、30

～50代である。宿泊を伴う滞在としては、1泊 2日が多くなっており、年代とし

ては 60代、70代以上に多くみられる。 

  全体的に滞在時間が短い（特に半日の日帰り）状況にあるので、半日を一日に、

さらには宿泊を伴うようにする取組や仕組みづくりが必要である。 

【全体および年代別の滞在時間割合】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前年度同時期比較】 

  昨年と比べると、滞在時間が短い傾向は変わらない傾向にあるが、一日の日帰り客が

約 6ポイント増加している。宿泊者の割合はほとんど変わらない。 

 

 

 

  

２-６ むかわ町での滞在時間を教えてください。 
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鵡川・沙流川 DMO「ワクワクワク」 

～むかわ町・日高町・平取町～ 

 

 

（１）むかわ町以外での宿泊（n=299） 

  今回の旅行において、むかわ町以外でも宿泊すると回答した人は、全体から見て約 40％

となっている。 

 

 

 

 

 

 

  その約 40％の内訳としては、札幌・小樽が最も多く、約 34％となっている。次いで旭

川・富良野が約 18％、千歳・苫小牧が約 17％となっている。札幌・小樽が多い理由とし

ては、調査地から近いことや旅行者が宿泊拠点にしているためと推測する。日高地方は新

ひだか町に宿泊する人が多いようである。 

【むかわ町以外で宿泊する具体的な場所】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【来訪者の旅行形態】 

   来訪者の旅行形態としては、宿泊を伴う旅行形態（むかわ町内外での宿泊）をとって

いる人は、約 28％となった。平成 28年度の北海道観光客動態調査では、道内観光客は

宿泊を伴う旅行が約 57％となっており、むかわ町はそれよりも約 29％も低い水準であ

る。   【参考：H28年度北海道の観光客動態調査より 旅行時の移動手段】 

 

 

 

 

  

２-７ 今回のご旅行で、むかわ町以外で宿泊されますか？ 
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鵡川・沙流川 DMO「ワクワクワク」 

～むかわ町・日高町・平取町～ 

 

 

来訪者にとってむかわ町がどのようなイメージがあるかを調査した結果、以下のようにな

った。設問としては、イメージが「ある」か「ない」かについて、さらに「ある」と回答し

た人には具体的なイメージを聞いている。 

全体で見ると「ある」と回答している人は約 89％となっており、イメージがある人がほ

とんどであった。居住地別でみると、道内居住者も道外居住者も「ある」との回答が約 85％

以上となりほとんどの来訪者が「ある」と回答している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

下図は、「ある」と回答した中で、具体的なイメージを示したものの割合である。最も割合

が多くなっているのが「ししゃも」である。約 68％も占めており、ブランド化がしっかり

とされている証拠である。「恐竜」については、約 19％となっており、まだまだ「ししゃも」

を超えるまでには時間がかかりそうである。 

 

 

 

 

 

 

 

【前年度同時期比較】 

昨年と比べて、道外居住者が何かしらのイメージを持っている率が高くなっており、

約 26ポイントも増加している。これは、昨年 9月の胆振東部大震災の全国的な報道に

より、認知が上がったことが起因していると推測する。 

   また、昨年よりも「恐竜」が約 11ポイントも増加している。 

 

 

  

２-８ あなたが思う「むかわ町といえばこれ！」というものはありますか？ 
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鵡川・沙流川 DMO「ワクワクワク」 

～むかわ町・日高町・平取町～ 

 

 

（１）旅行の動機（n=299） 

  全体的にみると「その他」と回答した人が約 36％で全体の約 3割強を占めている。次

いで、「自然を楽しむため」「おいしいものを求めて」と回答している。また、「歴史・文化

を知るため」と回答した人はあまりいなかった。 

  性別で見てみると、女性よりも男性の方が「自然を楽しむため」と回答している人が約

15ポイントも多くなっている。女性は「おいしいものを求めて」と回答した人が男性よ

り少し多くなっている。 

「その他」は除くが、男性でいえば、夏という事もあり、「自然を楽しみたい」との思い

が強いようである。女性は、「食」を中心として考えているようである。 

  年代別に見ると、「その他」は除いて、ほとんどの世代においても「自然を楽しむため」

との回答が多くなっているが、30代についてはあまり見られず、「日常から解放されるた

め」との回答が約 3割となっている。40代も全体と比べてあまり見られていなく、「食」

を求めている。50代以降、年代を重ねるにつれて「自然を楽しむため」の割合が高くな

っていく傾向となっている。 

  【全体および男女別、年代別の旅行動機割合】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前年度同時期比較】 

   昨年は「おいしいものを求めて」との回答が約 33％を占めていたが、今回の調査で

は、約 18％と約 16ポイントも低くなっており、反対に「自然を楽しむため」と「その

他」が高くなっている。 

 

  

２-9 今回のご旅行の動機は何ですか？ 
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鵡川・沙流川 DMO「ワクワクワク」 

～むかわ町・日高町・平取町～ 

  以下の図は、旅行動機で「その他」（全体割合の 36.1％）で具体的な回答である。 

  その中でも、「所用」と回答した人は約 41％となっており、通りすがりに来訪したと推

測する。次いで「その他観光」が約 32％となっている。その他には「ボランティア」「道

の駅」と続いている。どのシーズンもそうだが、道の駅スタンプラリー帳をもっている人

が多くみられた。 

  「所用」の内訳としては、「帰省」が多くみられている。「その他観光」の内訳について

は、「どこかのイベントに行く」や「他の地域の施設に行くため」などがあげられている。 

【旅行の動機 その他の内訳】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  総合的にみると、「おいしいものを求めて」「自然を楽しむため」が旅行動機の中心とな

っていることが分かった。以下の図の、「北海道観光客動態調査」と比べると、主要な選定

理由として当調査と同じようなもの（赤枠内）となっている。 

【参考：H28年度北海道の観光客動態調査より 旅行先を選んだ理由】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

参考図：北海道経済部観光局調べ（平成 28 年度観光客動態・満足度調査報告書より） 
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鵡川・沙流川 DMO「ワクワクワク」 

～むかわ町・日高町・平取町～ 

 

 

（１）消費額（n=294） 

  むかわ町における消費金額（予定を含む）だが、平均金額としては 4,270円となってい

る。最小値の 0円は 32件で、最大値の 200,000円は 1件あった。 

項 目 金 額 

平均金額 4,270円 

最小金額 0円 

最大金額 200,000円 

 

  以下の図のとおり、消費金額の範囲別の件数を見てみると、データにばらつきが大きい

のが分かる。赤い線が平均金額である。200,000円という高い消費金額が少し平均金額

を押し上げている形になっている。 

【消費金額の範囲別件数】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

２-10 今回のご旅行でむかわ町での消費額（予定を含む）を教えてください。 
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鵡川・沙流川 DMO「ワクワクワク」 

～むかわ町・日高町・平取町～ 

  全体、性別、年代別による消費金額割合を以下の図に示す。全体的にみると、最も多い

のは 5,000円未満の約 71％である。次いで 5,000円～10,000円未満が約 10％、

10,000円～15,000円未満が約 7.8％となっている。 

  性別で見てみると、女性よりも男性の方が 5,000円未満の割合が若干多くなっている。

この図からは読み解くことはできないが、平均金額でいうと、男性が約 5,300円、女性が

約 3,200円となっており、男性の方が 2,100円多く消費していることが分かった。 

  10代の消費金額だが自身で払うことは少ない（少額なら可能性あり）と考えられるこ

とから、それ以外の世代に振り分けられると捉えたほうが良い。また、額が少額の場合が

多い。 

どの年代においても、5,000円未満の消費金額が多くなっている。その中でも消費金額

が高い世代としては、30代平均 17,500円である（最も高い消費金額は 200,000円）。

一番低いのは 10代平均 917円となっている。 

【全体および性別、年代別の消費金額の割合】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前年度同時期比較】 

   昨年の平均消費金額は 8,678円となっているので、今回の調査は昨年より 4,408円

も低くなっていることが分かっている。滞在時間は昨年と比べて、ほぼ同じであるため、

滞在時間との関連は考えにくい。消費していない人が昨年と比べて 30件近く多いため、

その事が平均消費金額は下げているのは間違いないが、使わなかった要因ははっきりと

はしない。 
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鵡川・沙流川 DMO「ワクワクワク」 

～むかわ町・日高町・平取町～ 

（２）何に使ったか（n＝270） 

  フリーアンサー形式の回答を整理し、各カテゴリに分けて集計した。以下の図のような

割合になった。この問いは予定も含んでいるので「不明」は何を消費するか決めてはいな

いが、予定はある、ということである。 

  全体的にみると、割合は買物・お土産代が最も多く、次いで飲食代、温泉と続いている。

平均消費金額を押し上げるとすれば、単価の高いものの提供が単純には考えられるが、現

状のサービスで考えるとするならば、滞在時間を延ばせるような取組が必要となる。むか

わ町には宿泊施設があまりないため、宿泊を伴うようなものよりも周遊させるような取組

の方が現実的である。そういった取組が通過点型から目的地型へと変化するきっかけとな

ると考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）主な居住地別の消費金額（n=30１） 

  主な居住地別の消費金額を見ると以下のような図になった。この図からは道内の主要な

都市部以外の道内居住者や道外の居住者の方が平均消費金額が高くなっている。道外から

の来訪者は完全なる観光客なので、消費金額も比べて高くなっている。 
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鵡川・沙流川 DMO「ワクワクワク」 

～むかわ町・日高町・平取町～ 

（４）滞在時間による平均消費金額（n=299） 

  滞在時間による平均消費金額を表すと以下の図のようになった。半日の日帰りと一日の

日帰りでは、1.74倍の差がある。一日の日帰りと 1泊 2日では、倍近い差が出てくるの

が分かった。一覧にすると以下のようになる。 

 項目 金額 半日の日帰りとの差 

日帰り（半日） 1,893円 － 

日帰り（一日） 3,310円 1.74倍 

1泊 2日 6,327円 3.34倍 

2泊 3日 16,909円 8.93倍 

3泊以上 24,750円 13.07倍 

  滞在時間が延びれば伸びるほど、消費金額が上がっていることが分かっているが、調査

地点が道の駅という事もあり、車中泊の人もいるため、消費金額はそこまで高くならない

場合がある。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

  
25 

 

 

鵡川・沙流川 DMO「ワクワクワク」 

～むかわ町・日高町・平取町～ 

 

 

（１）情報源（n=348） 

  以下の図は、来訪者が今回の旅行において、むかわ町を選んだ際の情報源が何か、全体

および性別、年代別でその割合を示したものである。 

  全体的にみると、「自身の経験」によって来訪していることが一番多い。その次には、情

報源を持たない「特に無し」、「家族・知人からの紹介」、「旅行雑誌などの記事」と続いて

いる。男女別にみてみると、全体との差異はあまり見られなかった。 

  インターネットの情報源（HPや SNSなどを合算したもの）は全体的には約 16％とな

っている。 

  年代別でいうと、「自身の経験」で最も多く来訪しているのは、60代、70代以上であ

る。「家族・友人知人からの紹介」で最も多く来訪しているのは、10 代である。これは、

同行者構成によるものと推測する。インターネットを活用した情報収集が多かった来訪世

代としては、20代で、次いで 50代、40代となっている。 

  時流でいえばデジタルマーケティングがプロモーションの中心となっているが、年代に

よってはアナログ的な情報媒体も必要であるため、ターゲット層によって、どの媒体でプ

ロモーションを行っていくかを決める必要がある。 

【全体および性別、年代別のむかわ町を選んだ際の情報源割合】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2-11 今回のご旅行でむかわ町を選んだ際の情報源は何ですか？ 
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鵡川・沙流川 DMO「ワクワクワク」 

～むかわ町・日高町・平取町～ 

【むかわ町を選んだ情報源割合（多い順）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前年度同時期比較】 

   全体的な割合構成としては、昨年と比べて、ほとんど変わりがなかった。「その他」が

倍増えている。  
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鵡川・沙流川 DMO「ワクワクワク」 

～むかわ町・日高町・平取町～ 

 

 

この調査では、「大変満足」「満足」「やや満足」「普通」「やや不満」「不満」「大変不満」「未

経験」の 7項目に分けて回答してもらった。アンケート回答者は左から 2番目を選ぶなどの

回答する際の傾向があり、データに偏りが出てしまうことも考慮して、大変満足とやや満足

は「満足」にし、やや不満と大変不満は「不満」とし、集計を行った。また、経験していな

いことは「未経験」としたが、この分析では「未経験」は除き、「満足」「普通」「不満」の 3

項目について集計を行い分析することにした。 

 

（１）景観や雰囲気（n=257） 

  以下の図は、全体、性別、年代別の景観や雰囲気についての満足度となっている。また、

未経験者を除いた経験者の割合となっている。 

  全体的にみると、約 77％の人が「満足」と回答している。「普通」は約 21％、「不満」

は約 2％となっている。平成 28年度の北海道の観光客動態・満足度調査によると、景観

の満足度は約 78％となっていることから、満足度は道の調査とほぼ同じ水準であるとい

うことになる。 

  性別でみると、男女の差異はほとんど見られなかった。また、全体との比較でもあまり

変わらなかった。 

  年代別でみると、20～50代は全体とほぼ同じような割合であった。60代、70代以上

においては、「満足」が全体より若干低く、「不満」も若干ではあるが、ある一定数あげら

れている。また、10代においては全てが「満足」と回答している。 

【全体および性別、年代別の景観や雰囲気の満足度の割合】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2-12 今回のご旅行で、むかわ町での満足度をお聞かせください。 
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（２）食事・飲食店（n=200） 

  以下の図は、全体、性別、年代別の食事・飲食店についての満足度となっている。また、

未経験者を除いた経験者の割合となっている。 

  全体的にみると、「満足」と回答した人は約 73％と回答者の約 7割強を占めている。ま

た、「普通」と回答した人は約 25％、「不満」と答えたのは約 3％となっている。平成 28

年度の北海道の観光客動態・満足度調査によると、食事の満足度は約 70％となっている

ことから、満足度は道の調査とほぼ同じ水準であるということになる。 

  性別でみると、女性よりも男性の方が「不満」が若干多くなっている。満足度に関して

はあまり変わらない。 

  年代別でみると、満足度が最も高いのは 10代で、逆に低いのは 60代となっている。「不

満」はあまりないので、「期待通り」といったところである。 

【全体および性別、年代別の食事・飲食店の満足度の割合】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

  
29 

 

 

鵡川・沙流川 DMO「ワクワクワク」 

～むかわ町・日高町・平取町～ 

（３）物販・お土産（n=228） 

  以下の図は、全体、性別、年代別の物販・お土産についての満足度となっている。また、

未経験者を除いた経験者の割合となっている。 

  全体的にみると、「満足」と回答した人は約 72％、「普通」は約 25％、「不満」は約 3％

となっている。平成 28年度の北海道の観光客動態・満足度調査によると、おみやげ品の

満足度は約 67％となっていることから、満足度は道の調査と若干高い水準である。 

  性別でみると、男女のほとんど差異は見られなかった。また、全体との比較でもあまり

変わらなかった。 

  年代別でいうと、10代の満足度が約 91％と高くなっている。反対に 70代以上は約

52％の満足度となっており、全体と比べてかなり低い水準である。また、「不満」も多く

約 22％となっている。 

【全体および性別、年代別の物販・お土産の満足度の割合】 
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（４）宿泊（n=61） 

  宿泊については、体験プログラム同様、未経験者が多いため、サンプル数は少なくなっ

ている。以下の図は未経験者を除いた経験者の割合となっている。 

  全体的にみると、「満足」と回答した人は約 72％、「普通」が約 26％、「不満」が約 2％

となっている。平成 28年度の北海道の観光客動態・満足度調査によると、宿泊の満足度

は約 66％となっていることから、満足度は道の調査より若干高い水準である。 

  性別でみると、男女に差異はない。また、男性においては「不満」と回答した人がいな

い。 

  年代別にみると、10代は宿泊経験者がいなかった。最も満足度が高いのは 40代の約

87％で、最も低いのが 30代の約 33％である。その差は約 54ポイントもある。「不満」

は 70代以上だけが回答している。 

【全体および性別、年代別の宿泊の満足度の割合】 
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（５）総合満足度（n=746） 

  （１）～（４）の総合的な、全体、性別、年代別の満足度は以下の図のとおりである。

未経験を除いている。全体をみると、約 74％となっており、平成 28年度の北海道の観光

客動態調査の「今回の観光・旅行全体に関する期待値と満足度」と比べると北海道の調査

では約 93％となっていることから、むかわ町はそれよりも約 19ポイント低い数値になっ

ていることが分かる。 

  性別でみると、男女に差異はみられなかった。 

  年代別にみると、「満足」は 10代が最も高く、60代が最も低かった。約 30ポイント

の差が出ている。 

  今回の調査では、60代以上の高齢者の満足度が低くなっているのが特徴である。そう

いった層をターゲットにする場合、趣向にそった取組みが必要となってくる。 

【全体および性別、年代別の総合満足度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考：H28年度北海道の観光客動態調査より 旅行全体の満足度】 

 

 

 

 

 

 

 

  

参考図：北海道経済部観光局調べ（平成 28 年度観光客動態・満足度調査報告書より） 
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（６）来訪回数別全体満足度（n=752） 

以下の図は、来訪者回数による全体的な満足度である。 

初めても、リピーターも満足度に差はない状態で、約 74％付近の割合となっている。「不

満」は特筆するほど割合としてはないが、初めての来訪者よりもリピーターの方が割合が

若干高くなっている。今回の調査では、来訪回数による満足度の差はみられなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前年度同時期比較】 

   昨年の調査と比べて、満足度は約 3ポイント高くなっている。昨年は年代関係なく満

足度にばらつきが出ていたが、今回の調査では、年齢層で満足度が変わっているのが特

徴的である。 
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（１）自由記入（n=78） 

  自由記入欄に回答した人は、全体数（299）の約 26％となっている。同じような回答

についてはある程度集約し抜粋したものをカテゴリに分け、以下に記載する。 

  意見としては、「ししゃも」や「恐竜」というフレーズが散見された。以下の記載にもあ

るように、飲食店について意見があげられている。また、ヒアリングからも飲食店のマッ

プはないのか、3町のものがあればとても良い、との意見を複数聞くことができた。否定

的な意見はほとんど見られず、好意的な意見がほとんどであった。来訪者は情報を正確に

より多くほしいとの意見が多くみられている。また、復興を応援している意見については

省いている。 

  

※（性別／年代／居住地） 

 ① 肯定的な感想 

  ・地震後来ましたが、まだ復興されていない部分もある中で、皆さん、笑顔で迎えて下

さり、一緒にパークを楽しめたり、おしゃべりをしたりと思い出深い 3 日間でした。

また、来年の夏も来訪させて頂きます。（女性／60代／道外） 

  ・馬に会う為が目的の旅の経過地でして、四季の館の駐車場が夜間トイレの開放、携帯

電話の為のコンセント対応、朝風呂があるとサイトの口コミで知り、静内二十間道路

桜祭りのツアーで二度ほど立寄り、前回は今年 5月と恐竜も見学しました。 

街路灯のアンモナイト等のモニュメントもかわいく、写真撮りました（3年前）ホテ

ルにも泊まりたかったですが満室でした。（残念）夜間のスタッフの対応もとても親切

で嬉しかったです。街並みもとてもきれいなところという印象です。（女性／50代／

その他道内） 

  ・道の駅に温泉があるところが良い。（女性／70代以上／道外） 

  ・全体的に道の駅としてはすばらしく思いました。売店の感じがとても良かったです。

再度、北海道に伺う際、リピートしたいと思いました。ありがとうございました。 

（男性／60代／道外） 

  ・食べ物がおいしいので満足です。あと、フェリーで来ることが多いので旅の一泊目と

お土産購入に立ち寄ることが多いです。また、楽しみにしています。（女性／40代／

道外） 

  ・昔と比べていろいろ変わっていて、頑張っている感はとっても伝わります。帰ってく

るたびに、わくわくしています！お土産も◎です。頑張ってください。（女性／40代

／道外）                                など 

 

 ② 否定的な感想 

  ・レストランの食事（料理）はいまいちかも。（男性／50代／その他道内） 

     

2-1３ 今回、むかわ町に来られてのご感想やご要望等ございましたら、ご自由にお書きください。 
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③ 要望 

  ・道の駅にＲＶパーク（電源）があったら良いなと思いました。キャンピングカーなの

で電源必要な時、キャンプ場にはいらなければいけないので。（女性／50 代／道外） 

  ・フェリーの港が近いので、もう少し宿泊するところがあればよい。（男性／40代／道

外） 

  ・カフェ、レストランの案内あれば欲しい。（女性／40代／札幌） 

                                       

 ④ 意見 

  ・震災前は日高線できていました。海岸線の風景が大好きでした。今はバスで帰ること

になり、残念ですが、今回、少しでも日高線に孫と一緒に乗れて幸せ。札幌でむかわ

の道の駅がいいと教えてもらい、初めてきました。宿もよいと聞いていたので今度来

てみたいと思います。（女性／70代以上／道外） 

  ・道の駅での物産品揃えは、できるだけ他府県の物でなく、道内産の物を展示された方

がよいのでは！（男性／70代以上／道外） 

  ・ご飯屋さんがもっとあれば、集客がのぞめると思った。（男性／30代／道外） 

  ・食事する場所（店舗）が少ない。（男性／70代以上／帯広） 

  ・食事処の案内マップのようなものが土日でもあるとうれしい。（女性／50 代／道外） 

  ・8年連続、15回目のむかわ町です。昨年は甚大な被害にみまわれたにも関わらず、今

年も合宿をさせて頂き、感謝しています。第２のふるさと感があります。飲食店がご

年配の方が多く、数年後が心配です。（男性／20代／道外） 

  ・「ししゃも」「恐竜」ともう一つ何かがあると皆が喜ぶのでは。ししゃもの干物を冷凍

し、年間、焼きししゃもを提供するとか。恐竜肉のすき焼き、ステーキ（肉は豚、馬、

牛、羊、なんでも良いのでは。）（男性／60代／道外） 

  ・ししゃもの美味しいのをインターネットで売ってください。（女性／30代／道外） 

  ・船で降りたら途中寄れて便利（土産買い物、入浴）（女性／70代以上／道外） 

  ・畑で見かける農産物が何なのか、何が特産品なのかが、一見で分かるとよいなと思い

ました。（女性／50代／道外） 

  ・札幌の人が伊達の道の駅に週末に買い物に行くように、ここも農産物の販売等、人が

寄り付き易いような工夫があれば良い。シシャモだけでなく、海岸線の整備による海

の遊びの充実も検討してみたら良い。（男性／60代／帯広） 

 など 
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３．まとめ 

 以下の表に今回の調査結果をまとめた。 

調査項目 概  要 

性別 男性 48.5％、女性 49.5％、不明 2.0％ 

年代構成 
10代 4.8％、20代 5.8％、30代 5.4％、40代 18.4％、50代 21.4％、

60代 19.4％、70代以上 23.8％ 

居住地 道内 64.2％ 道外 35.8％ 

同行者 

子供連れ家族（17歳以下）11.4％、大人の家族（18歳以上）11.4％、夫

婦 38.5％、ひとり 14.0％、友人 11.4％、カップル 2.3％、その他 2.2％、

不明 2.7％ 

町イメージ ある 88.6％、ない 11.4％ 

来訪回数 
初めて 34.0％、2回目 13.3％、3回目 9.2％、4回目 3.4％、5回以上

39.5％、不明 0.7％ 

再来訪期間 半年以内 35.5％、1年以内 38.2％、３年以内 12.4％、それ以前 14.0％ 

来訪手段 マイカー85.5％、公共交通機関 4.1％、バスツアー3.8％、その他 6.6％ 

所要時間 
1時間未満 11.0％、1時間台 22.4％、2時間台 19.4％、3時間台 9.7％、 

4時間以上 37.5％ 

立寄り先 立寄った 56.5％、立寄っていない 35.5％ 不明 8.0％ 

立寄る予定 立寄る 57.5％、立寄らない 24.1％ 不明 18.4％ 

滞在時間 
日帰り（半日）60.5％、日帰り（一日）21.0％、1泊 2日 10.3％、 

2泊 3日 4.1％、3日以上 4.1％ 不明 1.7％ 

町外宿拍 する 39.8％、しない 56.9％、不明 3.3％ 

旅行動機 

おいしいものを求めて 17.9％、歴史・文化を知るため 6.9％、 

自然を楽しむため 23.7％、日常から解放されるため 8.9％、 

家族サービスのため 6.5％、その他 36.1％ 

消費金額 平均 4,270円、最小値 0円、最大値 200,000円 

情報源 
自身の経験 29.6％、家族・友人知人などからの紹介 13.2％、インターネッ

ト利用（SNS含む）15.5％、紙媒体など 7.8％、その他 14.4％ 

総合満足度 満足 74.1％、普通 23.5％、不満 2.4％ 

個別満足度 

【景観】 
満足 77.4％、普通 20.6％、不満 1.9％ 

個別満足度 

【食事】 
満足 72.5％、普通 24.5％、不満 3.0％ 

個別満足度 

【物販】 
満足 72.4％、普通 25.0％、不満 2.6％ 

個別満足度 

【宿泊】 
満足 72.1％、普通 26.2％、不満 1.6％ 
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第２章 日高町における夏期施設アンケート調査 

 

１．調査の概要 

（１）調査の目的 

  目的としては、地域連携 DMOとして 3町の観光地域づくりを推進するために、各町施

設などにおいて、当地域における来訪者の質的構成や、動向を数量的に把握し、また、来

訪者が「何を目的に旅行をしているか、何を求めているか」を把握するために調査を行っ

た。また、得られた情報を分析することにより、事業内容や KPIの設定の検討を行うため

に利用する。 

 

（２）調査方法 

  アンケート調査は、調査員が施設の玄関先でブースを設置し、来訪者に直接アンケート

記入を依頼する、いわゆる対面方式で行った。アンケート回答の謝礼として、各町の風景

写真を印刷したポストカード（３枚１組）をプレゼントした。謝礼品は調査地以外の他町

特産品にし、回遊してもらうきっかけづくりやアンケートをスムーズに行うことを目的と

している。 

 

（３）調査対象 

  調査地以外（町民以外）からの来訪者 

 

（４）調査地点 

  道の駅「樹海ロード日高」 玄関前 

 

（５）調査期間 

  令和元年 8月 9日（金）～11日（日） 

 

（６）調査項目 

  属性、イメージ、来訪回数（リピーター）、来訪手段、出発地から調査地までの所要時間、

旅行ルート、滞在時間、町イメージ、旅行目的、調査地での消費額、情報源、満足度 

 

（７）アンケート回収数 

  ① 8月 9日（金） 100枚 

  ② 8月 10日（土） 127枚 

  ③ 8月 11日（日） 106枚 

          合計 333枚 
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２．調査結果 

 

 

 

（１）性別（n=333） 

  女性と比べて男性の方が少し多い結果となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）年代構成（n=333） 

  全体的にみると、40代が最も多く、次いで 50代、10代と続いている。ミレニアム世

代である 20 代、30 代は約１9％となっており、10 代を合わせると約 34％となり、若

い世代だけで約 3割強を占めている。中年齢層である 40～50代は約 42％となり、約 4

割強を占めている。60代以上の高齢者層は約 23％にとどまっている。 

  春の調査では、10～30 代の若い世代は非常に少なく、夏の調査と比べると約 15ポイ

ントも差が出ている。これは季節が関係していると思われ、「夏休み」や「キャンプ場」と

いったキーワードがポイントと推測する。また、高齢者層の割合もかなり差が出ており、

約 21 ポイントもある。この要因は定かではないが、それ以外の世代が季節柄アクティブ

に活動しはじめ、観光客数の底上げがなされ、割合的にこのようになったと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

２-１ ご回答いただく方について 

全体の平均は 40.4歳 
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  以下の図は男性の年代割合である。割合としては 50代が最も多く、次いで 40代、70

代以上と続いている。全体割合から見ると 30 代以下の若い世代の割合は低く、年齢層が

高くなっている。全体よりも平均年齢が 3歳高い。女性よりも 6歳高い。 

【男性×年代】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  以下の図は女性の年代割合である。割合としては 40代が最も多く、次いで 10代・50

代（同率）となっている。全体と比べて 30代以下が多くなっている。反対に高年齢層が

少なくなっている。全体よりも平均年齢が 3歳低く、男性よりも 6歳低い。 

【女性×年代】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※平均年齢は年代から算出したもので、実際の数値ではなく参考数値である 

【前年度同時期比較】 

  前年と比べて、30代以下の若年層の割合が昨年は約 16％、今回は約 34％という事か

ら約 2倍強の増加となった。 

  

男性の平均は 43.1歳 

女性の平均は 37.3歳 
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【性別の年代割合（全体比較）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）居住地（n=333） 

  全体を見ると、道内からの来訪者が約 72％となっており、全体の約 7割を占めている。

道外者はレンタカーやキャンピングカーでの来訪が目立っていた。 
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  以下の図は道内からの来訪者の詳しい居住地である。札幌からの来訪者が最も多く約

39％を占めている。次いで多いのは帯広である。近隣町である平取町やむかわ町からの来

訪者は全くいなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  道内のどこのエリアから来訪しているか把握するために、振興局別に集計したところ、

以下の図のようになった。最も多いのは石狩地方の西エリアで、次いで十勝地方などの東

エリアとなっている。おおむね居住地から 2時間ぐらいで来ることができる来訪者が多く

なっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

50.4％ 
4.4％ 

23.4％ 

17.1％ 
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  一方、道外からの来訪者の居住地は以下の図のとおりである。最も多かったのは東京な

どの関東からで約 32％と約半分を占めている。次いで、京都などの関西からで約 29％と

なっている。例年少ないのは、九州と北陸からである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前年度同時期比較】 

前年と比べると、前年は道内からの来訪者が多く約 84％に対し、今回は約 72％と

12ポイント減少している。 

   昨年と同様に来訪者の居住地の中心となっているエリアは、石狩地方などの西エリア

で、次いで多いのは十勝地方などの東エリアである。昨年は、胆振・日高などの南エリ

アが約6％となっていたが、今回の調査では、約17％と約11ポイントも増加している。 
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  道内の同心円図で来訪者の居住地を見てみると、以下の図のようになる。ピンク色のポ

イントが来訪者の居住地となっているが、詳しい住所が分からないため役場があるところ

にポイントしている。おおむね高速道路がある、または近い場所から来ていることが分か

る。直線距離では 25～40ｋｍの範囲の居住地がより多く訪れていることが分かった。今

回の調査では、石狩などの西エリア、胆振・日高の南エリアの居住者が多くなっているこ

とが分かっている。 

【道内の同心円図から見る来訪者の居住地】 
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（４）同行者の構成（n=333） 

  全体としては、「17歳以下の子供連れ家族」が最も多く、次いで「夫婦」「ひとり」と続

いている。家族単位での来訪が多くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  性別と年代別の同行者構成については以下の図のとおりである。性別で見ると、どちら

も「17歳以下の子供連れ家族」での来訪が多くなっている。男性よりも女性の方がその割

合が高くなっている。 

  年代別にみると、10代と 30代、40代は「17歳以下の子供連れ家族が」多くなって

いることから、相関関係にあるとみることができる。20代は「大人の家族」での来訪が

多くなっている。50代以降は「夫婦」での来訪が割合の主となっており、70代以上にお

いては約 60％を占めている。家族単位での来訪が多いのは、10代と 30代であった。ま

た、「ひとり」での来訪は 50代以降の年代に多くみられている。 

【性別・年代別の同行者構成】 
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（１）来訪回数（n=333） 

  以下の図は来訪者の来訪回数を全体および性別、年代別に集計したものである。全体的

にみると、5回以上の来訪が約 55％となっており、約半分がハイリピーターであることが

わかっている。一方、初めての来訪者は約 23％となっている。 

  性別で見ると、男女に差異はほとんど見られなかった。 

年代別にみると、初めての来訪が多いのは、10代と 20代であった。20代に至っては

約 52％と半分を占めている。最もリピート率が高かった年代としては、40代の約 87％

となっている。この世代は、仕事などの観光以外でも来訪するチャンスが多いため、この

ように高い割合となっていると推測する。 

【全体および性別、年代別の来訪回数】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前年度同時期比較】 

  昨年と比べて、新規顧客となる「初めての来訪者」が少し多く、約 10ポイント多

くなっている。新規顧客とリピーターの比率を 3：7と仮定するならば、もう少し新

規顧客を獲得できるようにするのが良いと考えられる。しかしながら、新規顧客を獲

得するのに、既存の PR方法のかかる経費の 5倍かかると言われているので、留意が

必要である。 

     

 

 

 

  

２-２ 日高町へは、今回が何回目のご来訪ですか？ 
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（２）再来訪期間（n=242） 

  以下の図は、前回の来訪から今回来訪するまでの期間を調査したものとなっている。全

体的にみると、半年以内に再び訪れている来訪者が多く約 36％と約 3割を超えている。

次いで、1年以内が約 28％となっており、合わせると約 64％が 1年以内に訪れており、

来訪者の約 6割強が短いスパンで来訪していることが分かった。 

性別でみると、女性よりも男性の方が少し短いスパンで来訪していることが分かってい

る。 

  年代で見てみると、全体の中で1年以内の短いスパンでの来訪が多いのは10代である。

反対に、少ないのは 20代、70代以上となっている。 

【全体および年代別の再来訪期間】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前年度同時期比較】 

   昨年と比べて、一年以内の短いスパンでの来訪はほとんど割合に違いはない。 
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（１）来訪手段（n=333） 

  来訪手段としては、ほとんどの来訪者が「マイカー」で来ていることが分かった。次い

でレンタカー、自家用のバイクとなっている。また、公共交通機関やバスツアーを利用し

て来訪している人はいなかった。これらは、昨年度の調査とほとんど変わらない結果とな

っている。大型バスの運転手に話を聞いたところ、お客さんが乗車している状態であれば、

当地域には立ち寄ることはないとのことであった。 

  H28年度北海道の観光客動態調査によると、来訪者の旅行時の移動手段としては、マ

イカーが約 74％となっており、当地域よりも低い水準（当地域差 18.2ポイント）とな

っているが、全体的には同じような傾向となっている。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考：H28年度北海道の観光客動態調査より 旅行時の移動手段】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

２-３ 今回のご旅行で日高町まで、どのような手段で来られましたか？ 

参考図：北海道経済部観光局調べ（平成 28 年度観光客動態・満足度調査報告書より） 
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（１）出発地からの所要時間（n=333） 

  出発地から日高町までの所要時間についてだが、その多くは 2時間台で、次いで 4時間

以上となっている。2 時間台以内が約 53％となっており、約 5 割を占めている。これは

都市圏域からの位置が関係しているため、このような結果になったと分析する。 

  札幌圏内からは、2 時間台が最も多くなっている。距離的にみて、どこにも寄らず来訪

した人が多いとみることができる。4 時間以上は道外者と様々な場所を経由して来訪して

いる人となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前年度同時期比較】 

  昨年と比べて、1時間台以内の来訪が若干少なくなっている。4時間以上の所要時

間は、ほとんど違いがなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

２-4 今回のご旅行について、出発地から日高町までの所要時間を教えてください。 
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（１）日高町を訪れるまでに立寄った先（n=333） 

  立寄った人と立寄っていない人と比べると、若干「立寄った」との回答が多くなってい

る。 

 

 

 

 

 

 

  以下の図は、立寄ったと回答した中での具体的な場所である。一番多いのは苫小牧市を

含む胆振地方で、次いで夕張市、平取町と続いている。 

ルート的に考えると、太平洋側からの国道 237号を利用したと推定する南ルートから来

訪が最も多く約 35％、長沼町や夕張方面からの国道 274号・道東道を利用したと推定す

る西ルートからは約 28％、日勝峠・道東道を利用したと推定する東ルートが約 21％、旭

川方面からの国道 237号を利用したと推定する北ルートが約 9％となっている。 

【立ち寄った先の具体的地名】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前年度同時期比較】 

 昨年は、西ルートが約 49％で割合の半分を 

占めていたが、今回の調査では、南ルートが多 

くなっており、西ルートは約 3割にとどまっている。南ルートが多かった要因の一つとし

ては、今回は平取町を経由して来訪する人が約 11％（昨年はほとんどない）となっている

ためと推測する。平取町の「二風谷コタン」が整備されたことが関係していると考えられ

る。 

  

２-5 今回のご旅行で、立寄り先と立寄る予定の場所を教えてください。 

 

28.1％ 

9.2％ 

21.1％ 

34.7％ 
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（２）日高町からどこに訪れるか、立寄る予定先（n=333） 

  立寄る予定と回答した人は全体の約 75％に上っており、回答者の多くが調査地からど

こか違う場所へ移動するとなっている。 

 

 

 

 

 

 

  立寄る予定と答えた人の具体的な場所については、以下の図のとおりである。一番多い

のが帯広市で、次いで胆振地方、十勝地方と続いている。 

  ルート的に考えると、帯広方面の東ルートを辿る人が最も多く約 53％、次いで同率で

札幌方面への西ルートが約 20％。太平洋側への南ルートが約 20％、旭川方面への北ルー

トが約 5％となっている。 

【立寄る予定の具体的地名】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前年度同時期比較】 

  昨年と同様に、東ルートへ辿る人は 

約半分を占めている。西ルートは約 5％、 

南ルートは約 10％増えている。北ルートは、少なくなっている。いずれにしても、東ルー

トを辿るのがメインとなっている。 

 

 

 

 

  

19.9％ 5.0％ 

53.2％ 

19.9％ 
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（３）ルート検証（n=333） 

  どのエリアから来て、どこのエリアに向かうのか、ルートが分かるように以下に図を示

す。多いのは、「西エリアから東エリアへ」、「南エリアから東エリアへ」となっていること

から、どこかのエリアから東エリアへと辿る人が多くみられた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

西エリアからの来訪 
（札幌や夕張など） 

日
高
町 

東エリアからの来訪 
（帯広や釧路など） 

日
高
町 

北エリアからの来訪 
（富良野や占冠など） 

日
高
町 

南エリアからの来訪 
（苫小牧や新冠など） 

日
高
町 

西エリアへ 

東エリアへ 

南エリアへ 

北エリアへ 

西エリアへ 

東エリアへ 

南エリアへ 

北エリアへ 

西エリアへ 

東エリアへ 

南エリアへ 

北エリアへ 

西エリアへ 

東エリアへ 

南エリアへ 

北エリアへ 

全体の 36.8％が 

西エリアから 

全体の 27.1％が 

東エリアから 

全体の 32.6％が 

南エリアから 

全体の 3.5％が 

北エリアから 

61.4％ 

32.7％ 

4.9％ 

0.9％ 

8.8％ 

45.5％ 

44.3％ 

1.2％ 

39.3％ 

16.8％ 

34.6％ 

9.3％ 

30.0％ 

0.0％ 

50.0％ 

20.0％ 
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（１）滞在時間（n=333） 

  全体的にみると、約 76％というかなり高い割合で半日の日帰りで次の場所に移

ってしまう人が多く見受けられる。一日の滞在（日帰り）する人は約 5％と低い水

準である。1泊以上の日高町での宿泊者は、約 15％となっており、少ない状態で

あることが分かった。 

  年代別にみると、全体と比べて長く滞在している世代としては 10代と 30代で

ある。これは同行者構成によるものと推測する。最も短い滞在（日帰り）の割合が

高い世代としては 20 代で約 96％であり、ほとんどを占めている。宿泊を伴う滞

在としては、１泊２日が多くなっている。 

  いずれにしても全体的に滞在時間がかなり短くなっているので、少しでも長く滞

在してもらえるような仕組みづくりが必要である。調査地である樹海ロード日高近

くには滞在時間を延ばすことができる体験場所があるので、効果的に PRすること

によって利用者が増え、滞在時間を延ばしていくことができると分析する。 

【全体および年代別の滞在時間割合】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前年度同時期比較】 

  昨年と比べると、半日の日帰りが約 19％多くなっている。宿泊に至っては、約 17％

も少なくなっており、昨年と比べてかなり滞在時間が短くなっていることが分かった。 

 

 

 

  

２-6 日高町での滞在時間を教えてください。 
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（１）日高町以外での宿泊（n=333） 

  今回の旅行において、日高町以外でも宿泊すると回答した人は、約 67％となっており、

7割近くとなっている。グリーンシーズンという事もあり、宿泊者が多くなっていること

が見て取れる。 

 

 

 

 

 

 

  その約 67％の内訳としては、帯広市が最も多く、約 21％で約 2割を占めている。次い

でが札幌・小樽が約 15％、千歳・苫小牧が約 13％となっている。帯広市と札幌・小樽が

多くなっている理由としては、日勝峠を利用しこの調査地点を経由してそれぞれの地域を

行き来しているためと推測する。 

【日高町以外で宿泊する具体的な場所】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【来訪者の旅行形態】 

来訪者の旅行形態としては、宿泊を伴う旅行形態（日高町内外での宿泊）をとってい

る人は、約 60％となった。平成 28年度の北海道観光客動態調査では、道内観光客は宿

泊を伴う旅行が約 57％となっており、今回の日高町の来訪者の旅行形態はそれよりも約

3％も高い水準である。 

【参考：H28年度北海道の観光客動態調査より 旅行時の移動手段】 

 

 

 

 

  

２-7 今回のご旅行で、日高町以外で宿泊されますか？ 
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 来訪者にとって日高町がどのようなイメージがあるかを調査した結果、以下のようになっ

た。設問としては、イメージが「ある」か「ない」かと、さらには「ある」と回答した人に

は具体的なイメージを聞いている。 

 全体で見ると「ある」と回答している人は約 64％となっており、イメージがある人が多

くみられている。居住地別でみると、道内居住者も道外居住者も、ほとんど変わりがない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 下図は、「ある」と回答した中で、具体的な地域資源である。主に「馬」「昆布」「自然」で

ほとんどを占めており、これらの割合の差も僅差である。「馬」は産業資源でもあり、観光資

源になりうるものでもある。「昆布」は産業資源で、観光のつながりは、今のところ加工商品

だけである。「自然」に関しては、観光資源で、特に日高地区ではアクティビティでの活用が

なされている。このような資源を線で結べるように事業を展開すれば、来訪者にとってわか

りやすい地域となる。また、イメージが「ない」と回答した人にも、イメージをつけること

ができると考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

２-8 あなたが思う「日高町といえばこれ！」というものはありますか？ 
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鵡川・沙流川 DMO「ワクワクワク」 

～むかわ町・日高町・平取町～ 

 

 

（１）旅行の動機（n=333） 

  全体的にみると「自然を楽しむため」と回答した人が約 27％で全体の約 3割を占めて

いる。次いで、「その他」「おいしいものを求めて」と回答している。「その他」の内容につ

いては次ページに記載する。今回の調査で「自然を楽しむため」との回答が多いのは、グ

リーンシーズンのためであると推測する。 

  性別で見てみると、男性よりも女性の方が「おいしいものを求めて」「自然を楽しむため」

と回答している人が若干多くなっている。 

  年代別に見ると、10代と 30代が「自然を楽しむため」との回答が全体の中で多くなっ

ている。これは同行者構成によるものと思われる。「おいしものを求めて」との回答は全体

の中で 20代と 50代が多くなっている。 

【全体および男女別、年代別の旅行動機割合】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前年度同時期比較】 

    昨年の同時期も今回の調査と同じように、「自然を楽しむため」と回答しているのが

全体割合の中で最も多くなっていた。昨年は「その他」が多くなっていたが、今回は

約 10ポイント少なくなっている。これは具体的な目的をもって観光している人が増

えたと言える。具体的には「おいしいものを求めて」との回答が増えている。 

 

 

  

２-9 今回のご旅行の動機は何ですか？ 
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～むかわ町・日高町・平取町～ 

  以下の図は、旅行動機で「その他」（全体割合の 21.5％）で具体的な回答である。 

  その中でも、「所用」と回答した人は約 49％と多く、観光目的ではなく当地域に訪れて

いることが分かっている。次いで分類のできない「その他観光」と続いている。 

今回の調査では、調査地が目的地であるかどうかはともかく、全体の中で観光のために

来訪している人は、約 89％ということになる。 

【旅行の動機 その他の内訳】 

 

 

 

 

 

 

 

 

  総合的にみると、「その他」を除いて、「おいしいものを求めて」「自然を楽しむため」が

旅行動機の中心となっていることが分かった。以下の図の、「北海道観光客動態調査」と比

べると、主要な選定理由として当調査と同じようなもの（赤枠内）となっている。 

【参考：H28年度北海道の観光客動態調査より 旅行先を選んだ理由】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

参考図：北海道経済部観光局調べ（平成 28 年度観光客動態・満足度調査報告書より） 
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鵡川・沙流川 DMO「ワクワクワク」 

～むかわ町・日高町・平取町～ 

 

 

（１）消費額（n=333） 

  日高町における消費金額（予定を含む）だが、平均金額としては 2,985円となっている。

最小値の 0円は 41件で、最大値の 100,000円は 1件だけだった。 

 

項 目 金 額 

平均金額 2,985円 

最小金額 0円 

最大金額 100,000円 

 

  以下の図のとおり、消費金額の範囲別の件数を見てみると、ほとんど 5,000円未満にデ

ータが集中している。赤い線が平均金額である。0円が 41件（全体の約 12％）あるため、

平均金額を押し下げている形になっている。反対に、100,000円という高い消費金額が、

平均金額を少し上げているともいえる。いずれにしても、低くなっている。 

【消費金額の範囲別件数】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

２-10 今回のご旅行で日高町での消費額（予定を含む）を教えてください。 
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～むかわ町・日高町・平取町～ 

  全体、性別、年代別による消費金額割合を以下の図に示す。全体的にみると、最も多い

のは 5,000円未満の約 87％である。次いで 5,000～10,000円未満、10,000円～

15,000円未満となっている。 

  性別で見てみると、違いはほとんど見られなかった。 

  年代別で見てみると、差はあるものの、5,000円未満という低い消費金額が多くを占め

ている。その中で最も高い平均消費金額だったのは、70代以上の 7,102円であった。こ

の世代の中に 100,000円という高い消費金額があるため突出している。仮にその

100,000円がなかったと仮定し、平均消費金額を見ると 4,237円となり、いずれにして

も、全体の中で最も平均消費金額が高いのは変わらない。 

  他の世代の平均消費金額は、10代と 20代は 1,300円程度、30～50代は 2,000円

程度、60代は 3,000円程度であった。 

【全体および性別、年代別の消費金額の割合】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前年度同時期比較】 

   昨年の平均消費金額は、14,105円となっており、今回はそれよりも、11,120円も

低くなっている。これは滞在時間が関係しており、昨年は宿泊の滞在が約 26％あった

のに対し、今回の調査では、約 13％と半分になっていることが一因と考えられる。そ

の宿泊形態もホテルかキャンプかもしくはキャンピングカーかにもよるため、一概には

言えないが、昨年はホテルの利用が多く、今回はキャンプかキャンピングカーの利用が

多かったと推測する。いずれにしても、滞在時間の長さも大切だが、滞在方法も注目が

必要である。  
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鵡川・沙流川 DMO「ワクワクワク」 

～むかわ町・日高町・平取町～ 

（２）何に使ったか（n＝215） 

  フリーアンサー形式の回答を整理し、各カテゴリに分けて集計した。使い道としては、

買物・お土産代と飲食店の二つのカテゴリが割合のほとんどを占めている。 

  キャンプ場を除くホテルなどの宿泊を伴う滞在はほとんどないので、下図には表れてい

ない。アクティビティでの消費も少ないので、簡単に体験できるアクティビティがあれば、

滞在時間も伸び自然と地域内消費金額も上がっていくことが想定される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）主な居住地別の消費金額（n=333） 

  主な居住地別の消費金額を見ると以下のような図になった。「不明」は消費していない場

合がほとんどである。参考に地域別の消費金額をあげる。 

【参考】札幌 1,850円、帯広 2,153円、苫小牧 1,637円、その他道内 2,847円、

道外 2,341円） 

 このようになっているが、数百円程度の違いしかないため、決定づけるものはないが、

どの地域もあまり消費していないことを考えると、「通りすがりに多少消費している」構図

が見て取れる。少しでも滞在してもらえる（目的地化）ような取組が必要である。 
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鵡川・沙流川 DMO「ワクワクワク」 

～むかわ町・日高町・平取町～ 

（４）滞在時間による平均消費金額（n=333） 

  滞在時間による平均消費金額を表すと以下の図のようになった。半日の日帰りと一日の

日帰りでは、3.45倍の差がある。1泊 2日では、倍率が下がり 2.62倍、2泊 3日は一

日の日帰りとあまり変わらなかった。急激に伸びているのは、3泊以上で半日の日帰りと

比べると、12.71倍とかなり高い倍率となっている。3泊以上は最大消費金額値の

100,000円を含んでいるため、このような高倍率になったと考えられる。 

  今回の調査では、「半日の日帰り」と「それ以外の滞在時間」という構図がみることがで

き、滞在時間の長さと平均消費金額との関連が分かっているが、宿泊を伴う滞在時間の消

費金額が少なくなっていることから、消費してもらえるような取組が必要となってくる。 

 項目 金額 半日の日帰りとの差 

日帰り（半日） 1,543円 － 

日帰り（一日） 5,330円 3.45倍 

1泊 2日 4,053円 2.62倍 

2泊 3日 5,850円 3.79倍 

3泊以上※ 19,625円 12.71倍 

  

  この図で見ると、1泊～2泊の消費金額が低くなっているのが分かる。車中泊や

キャンプ場利用のためと推測する。 
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鵡川・沙流川 DMO「ワクワクワク」 

～むかわ町・日高町・平取町～ 

 

 

（１）情報源（n=357） 

  以下の図は、来訪者が今回の旅行において、日高町を選んだ際の情報源が何か、全体お

よび性別、年代別でその割合を示したものである。 

  全体的にみると、「自身の経験」によって来訪していることが一番多く約 29％となって

いる。その次には、情報源を持たない「特に無し」、「その他」と続いている。 

男女別にみてみると、男女差に違いはあまり見られないが、「その他インターネット」で

の情報の取得が女性よりも男性の方が若干多くなっている。ICT（SNSを含む）全体で見

ると、女性より男性の方が約 6ポイント多くなっている。 

  年代別でいうと、「自身の経験」で最も多く来訪しているのは、70代以上である。「家

族・友人知人からの紹介」で最も多く来訪しているのは、30代である。インターネット

を活用した情報収集が多かった来訪世代としては、50代、70代以上であった。また、SNS

をよく利用している世代の中の 30～40代は、全体と比べてあまり利用していない。 

  この来訪した際の情報源は、通りすがり（通過点）であるか、目的地であるか、によっ

て左右されやすく、「特に無し」が多い場合は通りすがりである場合が多い。特に 20代は

半分以上が「特に無し」と回答していることから、調査地が目的地ではなく、立寄っただ

けの人が多いことが読み取れる。 

  一般的には、旅行の際はインターネットや旅行雑誌を見て目的地や経由地を決めていく

ことが多くなっているが、周知をしない限り、情報を得ることは難しく、古い情報では来

訪者にとってマイナスなので、継続的に大量に情報を流していく必要がある。 

【全体および性別、年代別の日高町を選んだ際の情報源割合】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2-11 今回のご旅行で日高町を選んだ際の情報源は何ですか？ 
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鵡川・沙流川 DMO「ワクワクワク」 

～むかわ町・日高町・平取町～ 

【日高町を選んだ情報源割合（多い順）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前年度同時期比較】 

    昨年と比べて、割合構成としてはほとんど変わりがなかった。「特に無し」との回答

が約 9ポイント増えている。これは、昨年よりは目的がなく来訪している人が多かっ

たとみることができる。 
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鵡川・沙流川 DMO「ワクワクワク」 

～むかわ町・日高町・平取町～ 

 

 

この調査では、「大変満足」「満足」「やや満足」「普通」「やや不満」「不満」「大変不満」「未

経験」の 7項目に分けて回答してもらった。アンケート回答者は左から 2番目を選ぶなどの

回答する際の傾向があり、データに偏りが出てしまうことも考慮して、大変満足とやや満足

は「満足」にし、やや不満と大変不満は「不満」とし、集計を行った。また、経験していな

いことは「未経験」としたが、この分析では「未経験」は除き、「満足」「普通」「不満」の 3

項目について集計を行い分析することにした。 

 

（１）景観や雰囲気（n=306） 

  以下の図は、全体、性別、年代別の景観や雰囲気についての満足度となっている。また、

未経験者を除いた経験者の割合となっている。 

  全体的にみると、約 67％の人が「満足」と回答している。「普通」は約 31％、「不満」

は約 2％となっている。平成 28年度の北海道の観光客動態・満足度調査によると、景観

の満足度は約 78％となっていることから、満足度は道の調査の水準より少し低くなって

いることが分かった。 

  性別でみると、男性よりも女性の方が若干満足度が低くなっている。 

  年代別でみると、世代によって違いはあるが、30代、40代は 70％台だったのに対し、

他の世代は 60％台となっている。 

【全体および性別、年代別の景観や雰囲気の満足度の割合】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2-12 今回のご旅行で、日高町での満足度をお聞かせください。 
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～むかわ町・日高町・平取町～ 

（２）食事・飲食店（n=226） 

  以下の図は、全体、性別、年代別の食事・飲食店についての満足度となっている。また、

未経験者を除いた経験者の割合となっている。 

  全体的にみると、「満足」と回答した人は約 52％と回答者の半分ぐらいである。また、

「普通」と回答した人は約 39％、「不満」と答えたのは約 9％となっている。平成 28年

度の北海道の観光客動態・満足度調査によると、食事の満足度は約 70％となっているこ

とから、満足度はかなり低い水準であるということになる。 

  性別でみると、男性よりも女性の方が若干満足度が高くなっている。 

  年代別でみると、全体と比べて満足度が高くなっているのは 10代と 60代であり、こ

の世代の相関関係はない。その他の世代については全体割合よりも低くなっている。また、

40代、50代においては「不満」が高くなっており、経験者の約 15％が不満を持ってい

ることが分かっている。ヒアリングによると、飲食店の少なさに不満を感じている人が多

くみられた。 

  いずれにしても、満足度は低くなっており、対策が必要であると分析する。 

【全体および性別、年代別の食事・飲食店の満足度の割合】 
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（３）物販・お土産（n=258） 

  以下の図は、全体、性別、年代別の物販・お土産についての満足度となっている。また、

未経験者を除いた経験者の割合となっている。 

  全体的にみると、「満足」と回答した人は約 47％、「普通」は約 45％、「不満」は約 9％

となっている。平成 28年度の北海道の観光客動態・満足度調査によると、おみやげ品の

満足度は約 67％となっていることから、満足度はかなり低い水準であるということにな

る。 

  性別でみると、男性より女性の方が満足度が高くなっている。また、男性の方が「不満」

という回答している人が約 10％を占めている。 

  年代別でみると、20代が最も満足度が高くなっている。反対に 40代が約 30％となっ

ており、非常に満足度が低くなっている。年代によって満足度のばらつきが見て取れるが、

とくに満足度が低い年代の 40代、50 代、70代以上の相関関係がはっきりしないため、

結論付けることができない。また、「不満」で見ると 30～50代が他よりも多くなってい

る。 

【全体および性別、年代別の物販・お土産の満足度の割合】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

  
66 

 

  

鵡川・沙流川 DMO「ワクワクワク」 

～むかわ町・日高町・平取町～ 

（４）宿泊（n=101） 

  宿泊については、未経験者が多いため、サンプル数は他と比べて少なくなっている。以

下の図は未経験者を除いた経験者の割合となっている。 

  全体的にみると、「満足」と回答した人は約 43％、「普通」が約 53％、「不満」が約 5％

となっている。平成 28年度の北海道の観光客動態・満足度調査によると、宿泊の満足度

は約 66％となっていることから、かなり低くなっていることが分かっている。 

  性別でみると、女性よりも男性の方が満足度が約 10ポイント高くなっている。 

  年代別にみると、10代のみ「満足」が高くなっており、キャンプ場に宿泊したと仮定

すると、10代のキャンプ場の満足度ともいえる。他の世代については、満足度は 45％を

切っており、特に 50代と 60代の満足度は 30％を切っている。50代を除くとほぼ「不

満」はいないため、来訪者の期待値を超えるように対策をしていければ、満足度も上がっ

ていくと推測する。 

【全体および性別、年代別の宿泊の満足度の割合】 
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（５）総合満足度（n=891） 

  （１）～（4）の総合的な、全体、性別、年代別の満足度は以下の図のとおりである。

未経験を除いている。全体をみると、約 54％となっており、平成 28年度の北海道の観光

客動態調査の「今回の観光・旅行全体に関する期待値と満足度」と比べると北海道の調査

では約 93％となっていることから、日高町はそれよりも約 39ポイントも低い数値になっ

ていることが分かる。 

  性別でみると、全体と比べて差異はあまり見られなかった。 

  年代別にみると、10代と 20代の若い世代は 60％ほどとなっており、全体と比べて満

足度が高くなっていることが分かっている。一方、全体と比べて満足度が低くなっている

のは、40代、50代、70代以上となっている。いずれにしても、満足度は高くはなく、

早急な改善や対応が必要と考える。 

【全体および性別、年代別の総合満足度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考：H28年度北海道の観光客動態調査より 旅行全体の満足度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

参考図：北海道経済部観光局調べ（平成 28 年度観光客動態・満足度調査報告書より） 
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（６）来訪回数別全体満足度（n=909） 

  以下の図は、来訪者回数による全体的な満足度である。リピーターの中で 2回目の来訪

者の満足度が最も高くなっている。 

  赤枠の初めてと、青枠のリピーター（すべてのリピーターの平均満足度）を比べると、

初めて来訪した人の方が、満足度は低くなっているが、その差は約 7ポイントと差はあま

りない。今回の調査では、来訪回数における満足度の傾向はつかめなかった。一般的には、

初めての来訪者は満足度が高くなる傾向はあるが、今回の調査では、それは見られなかっ

た。初めての来訪者もリピーターも、満足度は半分近辺に収まっている。 

【来訪回数別全体満足度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前年度同時期比較】 

    昨年の調査と比べて、満足度の違いは見られず、概ね 50％ほどである。 
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（１）自由記入（n=90） 

  自由記入欄に回答した人は、全体数（3３３）の約 27％となっており、全体の約 3割を

占めている。同じような回答についてはある程度集約し抜粋したものをカテゴリに分け、

以下に記載する。 

  アンケート時は必ずと言っていいほど、「開店時間を早めてほしい」との要望をあげる人

が多くみられた。 

  ポジティブな感想については、キャンプ場が素晴らしいなどと、キャンプ場の満足度は

この自由意見からもうかがえる。反対にネガティブな感想としては、お店の開店時間や店

舗数について、不満をあげられている。要望や意見としては、地場産の販売や利用を行っ

てほしいとの意見が多くみられ、そこでしか食べられないものを求めている傾向がみられ

ている。 

※（性別／年代／居住地） 

  

① ポジティブな感想 

  ・春の桜がきれいです。多分離農跡の住居があったところにも桜の木だけが時を超えて

咲かせています。すごくきれいなのと、開拓を感じる観光資源になると思います。（男

性／50代／帯広） 

  ・山に囲まれて自然を感じることができて良かったです。人がやさしいような雰囲気だ

と思いました。（女性／10代／その他道内） 

  ・オートキャンプ場とても良いです。何度も来ています。（女性／30代／札幌） 

など 

 ② ネガティブな感想 

  ・9：50で店が開いていない。（女性／10代／その他道内） 

  ・観光するところがない。（男性／50代／札幌） 

  ・入口が地味で雰囲気が暗い、店内に音楽を流すとよいのでは。見てないけれど、裏に

博物館があるなら、宣伝してはどうか。（女性／50代／札幌） 

  ・お買い物施設が少ない。（女性／70代以上／道外） 

 

 ③ 要望 

  ・小樽から釧路の道中休憩の為立ち寄りました。一昨年は沙流川近くのキャンプ場でキ

ャンプしました。子供が思いっきり自然の中で遊べる環境があること、札幌からアク

セスが良い事、魅力があるけれど意外と人に知られていなくて（特に関東）穴場だな

と思いました。もっとアピールしても良いのかも。（女性／40代／道外） 

  ・無料冊子を増やしてほしい。（女性／30代／札幌） 

  ・物産にもう少しアイディアが欲しい、食べ物に関して情報が欲しい、もっと「これぞ」

日高の味覚と特色が欲しいです。（男性／70代以上／その他道内） 

2-1３ 今回、日高町に来られてのご感想やご要望等ございましたら、ご自由にお書きください。 
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  ・スポーツ自転車用のサイクルラック望む。（男性／20代／道外） 

  ・地場産の食材を使った料理をドライブ中に手軽に食べたい。（男性／20代／札幌） 

など 

 

 ④ 意見 

  ・日高の空気は廃校です。出身地でもありますし、同級生や知人も日高にたくさん住ん

でいます。日高の魅力は訪れた方々、それぞれが見つけられる場所なので、私として

も周りに日高のすばらしさを陰ながら伝えていけるように考えます。（男性／40代／

札幌） 

  ・自然が豊かな所だと思うので、もっと景色の良いカフェなどあるといいなと思います。

（男性／30代／道外） 

  ・高速道路ができ立ち寄る機会が少なくなりましたが、貴重な中継地点です。地産品を

大事に育ててください。（男性／50代／札幌） 

など 
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３．まとめ 

 以下の表に今回の調査結果をまとめた。 

調査項目 概  要 

性別 男性 52.3％、女性 46.5％、不明 1.2％ 

年代構成 
10代 15.2％、20代 7.0％、30代 12.2％、40代 21.3％、50代 21.0％、

60代 10.9％、70代以上 11.9％ 

居住地 道内 72.4％ 道外 27.0％ 

同行者 
子供連れ家族（17歳以下）39.2％、大人の家族（18歳以上）11.6％、夫

婦 25.2％、ひとり 12.5％、友人 7.0％、カップル 2.7％、その他 0.6％ 

町イメージ ある 64.3％、ない 35.7％ 

来訪回数 
初めて 22.5％、2回目 13.4％、3回目 7.6％、4回目 1.5％、5回以上

54.7％ 

再来訪期間 半年以内 36.4％、1年以内 27.7％、３年以内 17.4％、それ以前 18.6％ 

来訪手段 マイカー92.2％、公共交通機関 0.6.％、バスツアー0.3％、その他 6.9％ 

所要時間 
1時間未満 5.4％、1時間台 12.3％、2時間台 35.7％、3時間台 18.6％、 

4時間以上 27.3％、不明 0.6％ 

立寄り先 立寄った 55.9％、立寄っていない 41.1％ 不明 3.0％ 

立寄る予定 立寄る 75.1％、立寄らない 19.5％、不明 5.4％ 

滞在時間 
日帰り（半日）76.4％、日帰り（一日）5.1％、1泊 2日 8.2％、 

2泊 3日 4.5％、3日以上 2.7％、不明 3.0％ 

町外宿拍 する 66.7％、しない 33.3％ 

旅行動機 

おいしいものを求めて 21.2％、歴史・文化を知るため 1.8％、 

自然を楽しむため 26.7％、日常から解放されるため 13.2％、 

家族サービスのため 15.6％、その他 21.5％ 

消費金額 平均 2,985円、最小値 0円、最大値 100,000円 

情報源 
自身の経験 29.1％、家族・友人知人などからの紹介 6.4％、インターネット

利用（SNS含む）14.8％、紙媒体など 4.8％、その他 44.9％ 

総合満足度 満足 54.3％、普通 39.5％、不満 6.2％ 

個別満足度 

【景観】 
満足 66.7％、普通 31.0％、不満 2.3％ 

個別満足度 

【食事】 
満足 51.8％、普通 38.9％、不満 9.3％ 

個別満足度 

【物販】 
満足 46.5％、普通 45.0％、不満 8.5％ 

個別満足度 

【宿泊】 
満足 42.6％、普通 52.5％、不満 5.0％ 
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第３章 平取町における夏期施設アンケート調査 

 

１．調査の概要 

（１）調査の目的 

  目的としては、地域連携 DMOとして 3町の観光地域づくりを推進するために、各町施

設などにおいて、当地域における来訪者の質的構成や、動向を数量的に把握し、また、来

訪者が「何を目的に旅行をしているか、何を求めているか」を把握するために調査を行っ

た。また、得られた情報を分析することにより、事業内容や KPIの設定の検討を行うため

に利用する。 

 

（２）調査方法 

  アンケート調査は、調査員が施設の玄関先でブースを設置し、来訪者に直接アンケート

記入を依頼する、いわゆる対面方式で行った。アンケート回答の謝礼として、各町の風景

写真を印刷したポストカード（３枚１組）をプレゼントした。謝礼品は調査地以外の他町

特産品にし、回遊してもらうきっかけづくりやアンケートをスムーズに行うことを目的と

している。 

 

（３）調査対象 

  調査地以外（町民以外）からの来訪者 

 

（４）調査地点 

  びらとり温泉ゆから 玄関前 

 

（５）調査期間 

  令和元年 8月 16日（金）～18日（日） 

 

（６）調査項目 

  属性、認知度、来訪回数（リピーター）、来訪手段、出発地から調査地までの所要時間、

旅行ルート、滞在時間、町イメージ、旅行目的、調査地での消費額、情報源、満足度 

 

（７）アンケート回収数 

  ① 8月 16日（金） 103枚 

  ② 8月 17日（土） 104枚 

  ③ 8月 18日（日） 101枚 

          合計 308枚 
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２．調査結果 

 

 

 

（１）性別（n=308） 

  男性と比べて女性の方が若干多い結果となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）年代構成（n=308） 

  全体的にみると、30代が最も多く、次いで 10代、50代以上と続いている。俗にいう 

ミレニアル世代（1980～2000年代生まれ）の 20代、30代においては、約 30％と 

なっており、10 代を合わせると約 48％と約半分を占めている。例年は、50 代 60 代が

多くなっているが、今回の調査では 10～30代の若い世代が中心になっている。 

 全体をみると、突出している世代はなく、ある程度同じような割合となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２-１ ご回答いただく方について 

全体の平均は 37.2歳 
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  この年齢層を性別でクロス集計すると以下の図のような結果となっている。以下の図は 

男性の年代である。割合としては 10代が最も多く、次いで 30代、60代と続いている。

30代以下の若年層は約 48％で、全体の割合と変わらない結果となっている。 

【男性×年代】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  以下の図は女性の年代である。30 代が最も多く、次いで 50 代、10 代と続いている。

30代以下の若年層の割合は男性と比べてほとんど変わらなかった。全体と比べて、50代

が多くなっている。   

【女性×年代】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

女性の平均は 36.9歳 

男性の平均は 37.4歳 
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【性別の年代割合（全体比較）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）居住地（n=308） 

  全体を見ると、道内からの来訪者が約 81％となっており、ほとんどの来訪者が道内か      

 ら調査地へと訪れているのが分かった。 
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  以下の図は道内からの来訪者の詳しい居住地である。札幌からが最も多く約 47％を占 

め、約半分を占めている。次いで近隣都市圏の苫小牧市、日高地方と続いている。近隣町

である、むかわ町からの来訪者はほとんどいなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  道内のどこのエリアから来訪しているかを把握するために、振興局別に集計したところ

以下の図のようになった。最も多いのは石狩地方からの来訪者で、次いで、胆振、日高と

続いている。 

エリアで見ると、石狩や胆振などの西エリアからの来訪が非常に多く約 8 割を占めてい

る。 

【振興局別の居住地割合】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

77.7％ 

10.0％ 

11.6％ 
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  一方、道外からの来訪者の居住地は以下の図のとおりである。具体的な都道府県名は、

サンプル数が少ないため示すことができないため、大きなエリアに分けて集計した。 

  東京都などの東日本からの居住者が多く、約 84％とほとんどを占めている。海外はほ

とんどいなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

【前年度同時期比較】 

   昨年と比べて、札幌市が約 10 ポイントも多くなっている。また、構成的にはあまり

変わりがなかったが、近隣町のむかわ町からの来訪者がほとんど見られなかった。 
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  道内の来訪者の居住地を同心円図で見てみると、以下の図のようになる。ピンク色のポ

イントが来訪者の居住地となっているが、詳しい住所がわからないため役場があるところ

にポイントしている。おおむね高速道路がある、または近い場所から来ていることが分か

る。これは来訪のしやすさが起因していると推測する。直線距離では 40ｋｍ以内の範囲

にある居住者が訪れているのが分かる。40ｋｍ以上の遠方の居住地からの来訪はあまり見

られなかった。 

【道内の同心円図から見る来訪者の居住地】 
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（４）同行者の構成（n=308） 

  全体としては、「17 歳以下の子供がいる子供連れ家族」が非常に多くみられ、約 43％

を占めている。次いで「夫婦」「18歳以上の子供含む大人の家族」と続いている。家族単

位で考えると、約 80％を占めており、「家族」で来訪している人がほとんどであった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  性別と年代別の同行者構成については以下の図のとおりである。全体では、「17歳以下

の子供連れ家族」が多くなっており、10代と 30代、40代が目立っている。これは、同

行者構成によるものと思われ、10代が「子」、30代と 40代が「親」、という構図である

と読み取れる。20代は「友人」での来訪が多く、50代以降については「夫婦」での来訪

が多くなっている。 

【性別・年代別の同行者構成】 
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（１）来訪回数（n=308） 

  来訪者の来訪回数を見てみると、全体的には 34％が初めての来訪である。次いで、約

32％が 5回以上となっており、今回の調査では、3：7（新規顧客：リピーター）の割合

となっている。 

  男女別でみると、リピーターの割合はほとんど同じで、回数が若干違う程度であった。 

年代別の来訪回数を見てみると、10、20 代の若い世代は初めての来訪が多くみられ、

半分強を占めている。年代が上がるにつれてリピート率も高くなっていく傾向にある。 

全体の年代の中で、リピート率が最も高いのは、60代で約 78％となっている。同行者

構成からいえば 30、40代が 10代を連れてくることを考えると、30、40代に積極的に

アプローチすることによって 10代の来訪者率もおのずと上がると推測する。 

【全体および年代別の来訪回数】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前年度同時期比較】 

    昨年と比べて、新規顧客となる「初めての来訪」はほぼ同じ割合であった。 

   10、20代の若い世代のリピーター率もほぼ変わらなかった。年代が追うごとにリピ

ーター率が上がっていく傾向も同じである。 

 

 

 

  

２-２ 平取町へは、今回が何回目のご来訪ですか？ 
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（２）再来訪期間（n=186） 

  以下の図は、前回から今回まで来訪するまでの期間を調査したものになっている。全体

的にみると、約 39％が半年以内に再来訪していることが分かる。1 年以内を含めると約

74％の 3／4は短いスパンで訪れていることが分かる。 

  年代別に見てみると、最も短い期間である半年以内での来訪は、40 代であり、約半分

を占めている。40 代以降は半年以内の短い来訪期間がおおく、10～30 代は、一年以内

の来訪期間が多くなっていることが特徴である。家族構成や事情により、年代によって行

動するパターンが見えている。40 代以降は時間的に余裕があり、金銭面からも来訪する

チャンスが多く、短い期間で何度も足を運んでいることが分かっている。10～30 代の若

い世代は、1 年以内の来訪が多くなっていることから、同じような季節に来ていることが

分かっている。 

【全体および年代別の再来訪期間】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前年度同時期比較】 

    昨年と比べて、半年以内の短いスパンでの来訪が、約 13 ポイントも少なくなって

いる。少なくなった要因としては、40 代以降の半年以内の来訪率が低くなったため

である。しかし、1 年以内のスパンで見るとあまり変わりがない。いずれにしても、

1年以内にはリピーターの 3／4が再来訪している。 
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（１）来訪手段（n=308） 

  来訪手段としては、そのほとんどが「マイカー」で来ていることが分かる。次いで、レ

ンタカーを利用している。公共交通機関を利用しての来訪は 1％とほとんどなく、2 次交

通が発達していないことの裏付けともいえる。 

  H28年度北海道の観光客動態調査によると、来訪者の旅行時の移動手段としては、マイ

カーが約 74％となっており、当地域よりも低い水準（当地域差 9.3 ポイント）となって

いるが、全体的には同じような傾向となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考：H28年度北海道の観光客動態調査より 旅行時の移動手段】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

２-3 今回のご旅行で平取町まで、どのような手段で来られましたか？ 

参考図：北海道経済部観光局調べ（平成 28 年度観光客動態・満足度調査報告書より） 
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（１）出発地からの所要時間（n=308） 

  出発地から平取町までの所要時間についてだが、その多くは 2時間台で、次いで 1時間

台となっている。※この所要時間は居住地からの直接来た場合の時間ではない 

  道内では、1 時間台、2 時間台の所要時間をかけて来訪していることが分かる。道外か

らの来訪者は全てが 4時間以上かけて来訪している。 

  直接来訪しているか、経由して来訪しているかによるが、時間をかけたとしても 2時間

台以内には来訪していることが分かっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前年度同時期比較】 

    昨年と比べて、1 時間未満という短い所要時間が約 6 ポイント少なくなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

２-４ 今回のご旅行について、出発地から平取町までの所要時間を教えてください。 
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（１）平取町を訪れるまでに立寄った先（n=308） 

  立寄った人と、立寄っていない人が、同じ割合となっている。 

 

 

 

 

 

 

  以下の図は、立寄ったと回答した中でのエリアである。市町村が多岐にわたっているの

で振興局別に集約した。一番多いのは胆振地方で全体の約32％、次いで日高地方で約27％

となっている。 

胆振振地方の内訳としては、苫小牧がほとんどを占めている。日高地方は、日高町や新

ひだか町であった。 

ルート的に考えると、札幌や苫小牧などを経由する西ルートが約 47％、日高や新ひだか

などを経由する東ルートが約 27％、占冠や十勝などの北ルートが約 27％となっている。 

【立寄った先の具体的地名】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前年度同時期比較】 

  昨年は、西ルートが約 34％となって 

 おり、約 12％増加している。東ルート 

 は約 33％から約 6％減少、北ルートは 

 約 14％から約 9％増加している。 

  

２-5 今回のご旅行で、立寄り先と立寄る予定の場所を教えてください。 

26.7％ 

22.6％ 

46.6％ 
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（２）平取町からどこに訪れるか、立寄よる予定先（n=308） 

  立寄る予定はないと回答した人は全体の約 46％となっており、立寄ると回答した人よ

り多くなっている。不明の約 14％はまだ立寄るかどうか決めかねている人である。 

 

 

 

 

 

 

  立寄る予定と答えた人のエリアについては、以下の図のとおりである。一番多いのが、

胆振地方で次いで日高地方、石狩地方となっている。 

  経由地としてルート的に考えると、苫小牧方面の西ルートを辿る人は、約 58％。えり

も方面の東ルートは約 24％、占冠方面の北ルートは、約 11％。となっている。 

【立寄る予定の具体的地名】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前年度同時期比較】 

  昨年は、西ルートが約 41％となっており、 

 約 17％増加している。東ルートは約 29％ 

から約 5％の減少、北ルートは約 16％から約 5％の減少となっている。西エリアへと辿る 

人が多くなっていることが分かった。 

  

57.6％ 

11.4％ 

24.3％ 
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（３）ルート検証（n=308） 

  どのエリアから来て、どこのエリアに向かうのか、ルートが分かるように以下に図を示

す。数的にみると、最も多いのは「西エリアから西エリアへ」で、来たエリアから元のエ

リアに戻っていくことをみると、当調査地は目的地であることが推測できる。同様に、「東

エリア」も同じエリアに戻っていく割合が多かった。北エリアからは西エリアに向かう人

が多くなっている。これは、通過点型ともいえる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

東エリアからの来訪

（新ひだかなど） 

平
取
町 

北エリアからの来訪 
（富良野や占冠など） 

平
取
町 

全体の 21.3％が 

東エリアから 

全体の 13.8％が 

北エリアから 

全体の 64.8％が 

西エリアから 

西エリアからの来訪 
（札幌や夕張など） 

平
取
町 

西エリアへ 

東エリアへ 

北エリアへ 

89％ 

6％ 

5％ 

西エリアへ 

東エリアへ 

北エリアへ 

5％ 

87％ 

8％ 

西エリアへ 

東エリアへ 

北エリアへ 

70％ 

5％ 

25％ 
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（１）滞在時間（n=308） 

  全体的にみると、１泊 2 日の割合が最も多く約 39％となっている。次いで、半日の日

帰りが約 32％となっている。 

  以下の図は全体的な割合のほかに、年代別の滞在時間も示している。10～50 代は約 4

割強が 1泊 2日の滞在時間となっている。反対に、60代以降に関しては、宿泊で滞在し

ている人は全体と比べて少なくなっている。 

  10～40 代に関しては、割合構成が似ており、同行者構成によるものと推測する。最も

短い滞在となっているのは、60代で、一日以下の滞在（日帰り）は約 71％と全体より約

27ポイントも高くなっている。 

  宿泊が多くなっている世代としては、20代である。 

【全体および年代別の滞在時間割合】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前年度同時期比較】 

    昨年と比べて、半日の日帰りでの滞在時間の割合が、約 12％も減少し、反対に 1

泊 2 日の滞在時間が、約 13％増加している。単純に考えると、減った分増加したと

もいえるが、実際には来訪者の年代構成が違うため、このような結果になったともい

える。昨年の平均年齢は、43.9歳だったのに対し、今回の調査では 37.2歳となって

おり、約 7歳低くなっている。このことから、このシーズンにおいては、年齢が低い

方が宿泊率が高くなる傾向になると推測する。 

 

 

 

  

２-6 平取町での滞在時間を教えてください。 
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（１）平取町以外での宿泊（n=308） 

  今回の旅行において、平取町以外でも宿泊すると回答した人は、全体から見て約 29％

となっているおり、低い水準となっている。 

 

 

 

 

 

 

  その約 20％の内訳としては、札幌・小樽が最も多く約 28％で約 1／3 を占めている。

次いで日高地方が 20％、胆振地方（千歳・苫小牧以外）が約 15％となっている。いずれ

にしても、調査地を中心として、1 時間半ほどで往来できる場所に宿泊することが分かっ

ている。 

【平取町以外で宿泊する具体的な場所】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【来訪者の旅行形態】 

来訪者の旅行形態としては、宿泊を伴う旅行形態（平取町内外での宿泊）をとってい

る人は、約 67％（内訳：平取町のみの宿泊約 57％、平取町とその他の宿泊約 25％、

平取町以外のみの宿泊約 18％）となった。平成 28年度の北海道観光客動態調査では、

道内観光客は宿泊を伴う旅行が約 57％となっており、今回の平取町の来訪者の旅行形態

はそれよりも約 10％も高い水準である。 

【参考：H28年度北海道の観光客動態調査より 旅行時の移動手段】 

 

 

 

 

  

２-７ 今回のご旅行で、平取町以外で宿泊されますか？ 
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来訪者にとって平取町がどのようなイメージがあるかを調査した結果、以下のようになっ

た。設問としては、イメージが「ある」か「ない」かと、さらには「ある」と回答した人に

は具体的なイメージを聞いている。 

 全体的に見ると、イメージがあると回答している人は約 84％でほとんどの人が、何かし

らのイメージを持っていることが分かった。また、居住地別にみると、道内居住者は約 84％

がイメージを持っており、道外居住者については、約 83％となっており、居住地は関係が

ないことが分かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 下図は、「ある」と回答した中で、具体的なイメージを示したものの割合である。最も割合

が多くなっているのが、「トマト」である。平取町＝トマトというイメージが定着しているこ

とを表している。また、「和牛」も全体の内、約 29％を占めている。農畜産物が約 65％と

なっている。食べ物以外での平取町の代表する地域資源である「アイヌ文化」に関しては、

約 24％となっており、基幹産業である農産物のイメージを超えるには、アイヌ文化を全面

的に観光資源として推し進める場合、強力なブランディングが必要となってくる。 

 

 

 

 

 

 

 

  

２-8 あなたが思う「平取町といえばこれ！」というものはありますか？ 
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（１）旅行の動機（n=308） 

  全体的にみると、「自然を楽しむため」と回答した人が、約 32％となっている。次いで

「その他」となっており、その内訳に関しては次頁に記載する。それ以外をみると「おい

しいものを求めて」と回答した人が、約 18％、次いで、「歴史文化を求めて」と回答して

いる。平取町においてはアイヌ文化が観光資源として主として取り上げられることが多い

が、「歴史・文化を知るため」と回答している人は約 10％と低い水準にある。前頁の平取

町のイメージを聞く設問では、「アイヌ」と回答した人は約 24％となっているため、現時

点では来訪者にとって、ある程度頭には思いつくが、そのために観光しているわけではな

い、といえる。 

  以下の図は、全体割合のほかに性別、年代別の旅行の動機も示している。 

  性別をみると、あまり全体割合と比べて差異はないが、男性よりも女性のほうが若干「家

族サービスのため」「日常から解放されるため」と回答した人が若干多かったことが分かっ

ている。 

  年代別にみると、「自然を楽しむため」と回答した人は 10代と 40代に多くみられ、同

行者構成によるものと推測する。「おいしいものを求めて」と全体よりも多く回答している

のは 70代以上で、「歴史・文化を知るため」と回答しているのは、30～50代に多くみら

れている。 

【全体および性別、年代別の旅行動機割合】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前年度同時期比較】 

    昨年と比べて、「自然を楽しむため」との回答が約 12％も増えている。これは来訪

者の年代構成が関係していると推測する。    

２-9 今回のご旅行の動機は何ですか？ 
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以下の図は、旅行動機で「その他」（全体割合の 20.7％）で具体的な回答である。 

  「所用」との回答が多く約 40％を占めている。また、調査ポイントが温泉ということ

もあり、「温泉」と回答している人が約 20％となっている。その他には、「イベント」と

の回答もあたが、具体的なものはわからない。 

【旅行の動機 その他の内訳】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総合的にみると、「自然を楽しむため」、「おいしいものを求めて」という 2つのキーワー

ドが旅行動機の中心となっていることが分かった。以下の図、「北海道観光客動態調査」と

比べると、主要な選定理由としては当調査と同じようなもの（赤枠内）となっている。 

【参考：H28年度北海道の観光客動態調査より 旅行先を選んだ理由】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

参考図：北海道経済部観光局調べ（平成 28 年度観光客動態・満足度調査報告書より） 
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（１）消費額（n=308） 

  平取町における消費額（予定を含む）だが、平均金額としては 7,962 円となっている。

最小値の 100円は 2件で、最大値の 150,000円は２件。 

 

項 目 金 額 

平均金額 7,962円 

最小金額 100円 

最大金額 150,000円 

 

  以下の図のとおり消費金額の範囲別の件数を見てみると、データにばらつきがあるのが

分かる。赤い線が平均金額である。5,000円未満が多くはなっているが、高い消費金額が

平均消費金額を押し上げている形である。 

【消費金額の範囲別件数】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

２-10 今回のご旅行で平取町での消費額（予定を含む）を教えてください。 
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  全体、性別、年代別による消費金額割合を以下の図に示す。全体的にみると、最も多い

のは 5,000 円未満の約 51％となっており、約半分を占めている。次いで 5,000～

10,000円未満が約 17％、15,000～20,000円未満が約 14％となっている。 

  性別でみると、男性より女性の方が、平均消費金額が約 600円高くなっていることが分

かっている。 

  一方、年代別にみると以下の図のような割合になっている。10 代は自身で支払うこと

は少ない（小金額なら可能性あり）と考えられることから、それ以外の世代に振り分けら

れると捉えたほうが良い。年代別の平均消費金額で高いのは、40 代 15,170 円で、次い

で 20代の 8,733円となっている。これは、滞在時間が関係しており、どちらの世代も他

の世代よりも滞在時間が長くなっていることが分かっている。 

【全体および性別、年代別の消費金額の割合】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前年度同時期比較】 

    昨年の平均消費金額は、10,216 円となっており、今回はそれよりも 2,254 円も

低くなっている。考えられる要因として、単純に考えると滞在時間の長さによるもの

と思われるが、昨年よりも今回の方が滞在時間が長くなっているため当てはまらない。

その他に考えられるものとしては、宿泊場所である。ホテルや民宿などに宿泊すると

消費金額もそれなりに上がるが、今回は宿泊がキャンプ場の利用と車中泊が多かった

ため平均消費金額が低かったものと思われる。 
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（２）何に使ったか（n＝429） 

フリーアンサー形式の回答だったので文言を整理し、各カテゴリに分けて集計した。以

下の図のような割合になった。この問いは予定も含んでいる。 

  全体的にみると、割合は「飲食代」が最も多く、次いで「温泉代」、「宿泊」と続いてい

る。 

単純に消費金額をあげるのであれば、滞在時間を延ばすのが最も効果的であるのだが、

平取町は「宿泊施設」が少ないためキャパシティに限界がある。そのため「買物・お土産

代」を強化することによって、地域課題である「お土産品の少なさ」や消費金額をあげる

ことができると推測する。また、その場合には、お土産品を売る施設の設置や整備をする

ことも必要となってくる。よく聞かれる声としては、「お土産を買いたいが、どこで買った

らよいかわからない」「もっといろいろとあると良い」などがヒアリングからわかっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）主な居住地別の消費金額（n=308） 

主な居住地別の消費金額を見ると以下のような図になった。地域によって消費金額が違

うことが分かった。「札幌」と「道外」は消費金額が高くなっていることが分かっている。

この「札幌」と「道外」はについては滞在時間が長いため、このような割合になっている。

この「２つの地域」は、平取での「宿泊」の約 67％を占めている。 
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（４）滞在時間による平均消費金額（n=308） 

  滞在時間による平均消費金額を表すと以下の図のようになった。日帰り（半日、一日）

では、全体の平均消費金額の半分以下と、低くなっていることが分かる。一番高い金額は

2 泊 3 日の 19,728 円である。3 泊以上については、2 泊 3 日より金額が低くなってい

るが、これは、「キャンプ泊」や「車中泊」のため、消費金額が低くなっているものと思わ

れる。いずれにしても、滞在時間と消費金額の関係性ははっきりとしている。 

 項目 金額 半日の日帰りとの差 

日帰り（半日） 2,640円 － 

日帰り（一日） 3,880円 1.47倍 

1泊 2日 9,643円 3.65倍 

2泊 3日 19,728円 7.47倍 

3泊以上※ 11,500円 4.35倍 

 

 

 

  

キャンプや車中

泊が多いと分析 
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（１）情報源（n=353） 

  以下の図は、来訪者が今回の旅行において、平取町を選んだ際の情報源が何か、全体お

よび性別、年代別でその割合を示したものである。 

  全体的にみると、「自身の経験」が最も多くなっている。リピーターが多い証拠でもある。

次いで「家族・友人知人の紹介」が多くなっている。これは全てではないが、リピーター

が「連れてきている」や「インフルエンサー」となっていることの表れでもある。その次

には、「観光系の HP」となっている。 

男女別にみてみると、女性よりも男性の方が「自身の経験」によって来訪している人が

多かった。また、インターネット（便宜上HPや SNSなどを合算したものとした）を情報

源としているのは女性の方が多かった。 

  年代別にみると、10代や 20代のような若い世代は「自身の経験」によって来訪してい

る割合が低くなっている。反対に 30代と 40代が全体と比べて「自身の経験」の割合が

高くなっている。今回の調査では、リピーターの割合が多い世代として 60代以上があげ

られているが、この世代は「自身の経験」もさることながら、「その他の情報媒体」にも目

を向けて情報を取得しているようである。また、近年はインターネット（SNSを含む）を

活用した、いわゆるデジタルマーケティングが多くなってきているが、今回の調査では、

30～40代、60代が全体の約 1／4を占めているほどである。様々なデジタルソフトウ

ェアツールがあるが、HP系での情報の取得が多くなっていることが分かっている。紙媒

体による情報の取得に関してはいずれの世代も少ない状態である。 

【全体および性別、年代別の平取町を選んだ際の情報源割合】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2-11 今回のご旅行で平取町を選んだ際の情報源は何ですか？ 
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【日高町を選んだ情報源割合（多い順）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前年度同時期比較】 

    昨年と比べて、「自身の経験」が多くなっており約 12ポイントも増加している。「家

族・友人知人からの紹介」も多くなっていることが分かっている。反対に ICT（SNS

を含む）を活用した割合は若干低くなっている。紙媒体においては昨年よりも約 9ポ

イントも低くなっている。 

直面する課題としては、新規顧客やリピーターに対して来訪促進するうえで、どの

媒体を活用すればよいのかという点である。考え方にもよるが、新規顧客獲得のみに

集中し、リピーターに関してはある程度放任するという手立ても考えられる。予算配

分の判断が難しいところだが、基本的には、リピーターを再来訪させるより、新規顧

客を取得するのに 5倍の費用が掛かると言われている。このことを踏まえつつ、今回

の調査の結果を加味しながら、時代の変化に対応した PR が望ましいところである。 
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 この調査では、「大変満足」「満足」「やや満足」「普通」「やや不満」「不満」「大変不満」「未

経験」の 7項目に分けて回答してもらった。アンケート回答者は左から 2番目を選ぶなどの

回答する際の傾向があり、データに偏りが出てしまうことも考慮して、大変満足とやや満足

は「満足」にし、やや不満と大変不満は「不満」とし、集計を行った。また、経験していな

いことは「未経験」としたが、この分析では「未経験」は除き、「満足」「普通」「不満」の 3

項目について集計を行い分析することにした。 

 

（１）景観や雰囲気（n=294） 

  以下の図は、全体、性別、年代別の景観や雰囲気についての満足度となっている。また、

未経験者を除いた経験者の割合となっている。 

全体的にみると、ほとんど満足しているようである。不満もほとんどない。 

性別でみると、若干女性の方が満足度が高くなっている。 

年代別でも特段変わりはないが、60代が全体と比べて、満足度が低くなっているが、他

の世代は全体と同じような割合となっている。平成 28 年度の北海道の観光客動態・満足

度調査によると、景観の満足度は約 78％となっていることから、満足度は道の調査より約

11ポイント高い水準である。 

【全体および性別、年代別の景観や雰囲気の満足度の割合】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2-12 今回のご旅行で、平取町での満足度をお聞かせください。 
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（２）食事・飲食店（n=274） 

  以下の図は、全体、性別、年代別の食事・飲食店についての満足度である。また、未経

験者を除いた経験者の割合となっている。 

全体的にみると、約 86％とかなり高い水準である。「普通」が約 13％、「不満」は約 2％

となっており、ほとんど「不満」がない状態であることが分かっている。 

性別で見ると、差がほとんど見られない。 

年代別にみると、10代の満足度が全体の中で最も高くなっている。反対に低かった世代

は 50代であった。いずれにしても、満足度は高い状態である。 

平成 28年度の北海道の観光客動態・満足度調査によると、食事の満足度は約 70％とな

っていることから、満足度は道の調査より約 15 ポイントも高い水準であるということに

なる。 

  【全体および性別、年代別の食事・飲食店の満足度の割合】 
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（３）物販・お土産（n=265） 

  以下の図は、全体、性別、年代別の物販・お土産についての満足度である。また、未経

験者を除いた経験者の割合となっている。 

全体的にみると、「満足」と回答した人は約 72％、「普通」は約 26％、「不満」は約 2％

であった。平成 28 年度の北海道の観光客動態・満足度調査によると、おみやげ品の満足

度は約 67％となっていることから、満足度は道の調査より少し高い水準である。 

  性別で見てみると、ほとんど違いは見られなかった。 

  年代別にみると、全体と比べて満足度が高かったのは、10、20 代、70 代以上であっ

た。反対に、低かったのは 40～60代であった。一般的に、この世代は全体の世代の中で

おみやげ品を購入することが多い世代である。不満は少ないので、品数を増やしたり、賞

品の質をあげたりすれば、満足度も上がっていくと思われる。 

【全体および性別、年代別の物販・お土産の満足度の割合】 
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（４）宿泊（n=182） 

  宿泊ついては、未経験者が多いため、サンプル数が少なくなっている。以下の図は未経

験者を除いた経験者の割合となっている。 

全体的にみてみると、約 87％が「満足」と回答している。「普通」は約 13％、「不満」

は約 1％であった。平成 28 年度の北海道の観光客動態・満足度調査によると、宿泊の満

足度は約 66％となっていることから、満足度は道の調査より約 21ポイントも高い水準で

ある。 

性別で見てみると、ほとんど差がなかった。 

年代別にみると、70代以上は全てが「満足」と回答しており、その他の世代についても

満足度は高くなっている。 

【全体および性別、年代別の宿泊の満足度の割合】 
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（５）総合満足度（n=1015） 

  （１）～（4）の総合的な、全体、性別、年代別の満足度は以下の図のとおりである。

未経験を除いている。全体をみると、約 83％となっている。平成 28年度の北海道の観光

客動態調査の「今回の観光・旅行全体に関する期待値と満足度」と比べると北海道の調査

では約 93％となっていることから、平取町はそれよりも約 10ポイント低い数値になって

いることが分かる。 

  性別で見ると、男性より女性の方が若干満足度が高くなっている。 

  年代別にみると、「満足」は 10代が最も高く、60代が最も低かった。約 15ポイント

の差が出ている。同行者構成の相関関係である 10～40代は満足度は高くなっている。同

じ体験をして、同じように「満足」を感じた人が多かったと推測する。 

  50代と 60代は全体と比べて低くなっているが、いずれも約 75％程度が「満足」して

いることから、満足度は高い状態である。 

【全体および性別、年代別の総合満足度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考：H28年度北海道の観光客動態調査より 旅行全体の満足度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考図：北海道経済部観光局調べ（平成 28 年度観光客動態・満足度調査報告書より） 
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（６）来訪回数別全体満足度（n=1085） 

  以下の図は、来訪者回数による全体的な満足度である。赤枠の「初めての来訪」が最も

満足度が高くなっている。約 91％となっており、ほとんどの人が「満足」と答えている。 

青枠の「リピーター」（すべてのリピーターの平均満足度）を比べると、初めて来訪した

人の方が、満足度は約 14ポイント高くなっている。来訪の回数を重ねるにつれて満足度

が低くなっていく傾向がみられる。 

【来訪回数別全体満足度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前年度同時期比較】 

    昨年と比べて、違いはほとんど見られなかった。昨年の調査では、回答者の中心的

年代が、40～60代であったのに対し、今回の調査は、10～30代であったことから、

年代問わず満足度が高い状態で、当地域では年代によって満足度が左右されないこと

が分かっている。 
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（１）自由記入（n=61） 

  自由記入欄に回答した人は、全体数（308）の約 20％となっている。また、同じよう

な回答についてはある程度集約し抜粋したものをカテゴリに分け、以下に記載する。 

  今回の調査では、否定的な意見は全く見られなかった。これは満足度に表れている。よ

く見られた意見・ヒアリングでもよく聞かれた意見としては、「人が温かい」や「対応が良

い」というところである。観光資源も重要ではあるが、人の心に残るのはその時の「人」

であることを示している。これらは、費用は掛からないので「満足度」をあげるのにはパ

フォーマンスが高いものといえる。その他には、「アイヌ料理が食べたいが、どこにもない」

や「お土産を買う場所が欲しい」などが、若い世代からあげられている。 

  現状として施設を新たに作るなどは現実的に難しいが、満足度を上げるとすれば、ホス

ピタリティを上げたり、お土産の販売場所を既存の施設などで対応させるなど、費用をか

けずにできることから始めてみるのが良いと思われる。 

    

※（性別／年代／居住地） 

  

 ① 肯定的な感想 

  ・人の接客がとても良かったです。（女性／40代／道外） 

  ・１回目より、より多くの平取町の事が知れて、有意義な滞在となりました。ありがと

うございました。（男性／40代／道外） 

  ・キャンプ場の近くに遊べるところが多く、子どもたちと楽しく過ごせるステキな所で

す。（女性／40代／札幌） 

  ・博物館に展示されていたアットゥシの着物がとてもすてきでした。（男性／30 代／道

外） 

                                       など 

② 要望 

 ・アイヌのお土産をもっと充実させてほしいです。（すごく楽しみにしていたので）（女

性／40代／道外） 

 ・地元産品をアピール（買うところ）してほしい。（男性／60代／札幌） 

 ・コンビニが二風谷にも１つ欲しいです。（女性／20代／道外） 

 ・町内の観光目玉の案内看板が町の入り口にあると良いと思う。（男性／40代／札幌） 

   など 

 

③ 意見 

 ・手軽に平取和牛が食べられるお店が増えるといいなと思います。（女性／30代／札幌） 

 ・アイヌ料理が食べられるお店があったらいいと思います。自然が多く良い場所だと思

います。（女性／10代／道外） 

2-1３ 今回、平取町に来られてのご感想やご要望等ございましたら、ご自由にお書きください。 
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 ・食べ物（アイヌ料理）を気軽に食べられる所があれば。おみやげもアイヌ文化を押し

出して、もう少し、リーズナブルな物を多く販売していると来るのが楽しみになる。（男

性／50代／その他道内） 

 ・（二風谷コタン）トイレや喫茶が新設されて、立派でした。無料で歴史館を見られて最

高。ゆからで風呂入って帰ります！（女性／40代／その他道内） 

 ・平取というとアイヌ資料館とゆからしか行ったことがないのですが、きれいでいいと

ころだと思います。義経伝説が気になります。でも、どこで情報が手に入るのか、い

まいちわかりません。（女性／30代／道外） 

 ・公共交通機関が増えると便利になって訪れやすくなり、良いなぁと思います。（女性／

30代／札幌） 

 ・もっと、ＰＲに力を入れてはどうでしょうか。苫小牧に住んでいて、意外とよさをわ

かっていませんでした。（女性／60代／苫小牧） 

 ・グランピング最高でした。また、来たいです！！ごはんがおいしい。和牛、トマト、

牛乳、野菜、全部最高！（女性／20代／札幌） 

 ・名物スイーツがあるといい。（男性／40代／その他道内） 

 ・子どもがまだたくさん遊べる所があればいいと思います。釣り堀とか川遊びとか。（女

性／40代／道外） 

など 
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３．まとめ 

 以下の表に今回の調査結果をまとめた。 

調査項目 概  要 

性別 男性 49.0％、女性 50.3％、不明 0.6％ 

年代構成 
10代 18.0％、20代 9.8％、30代 20.3％、40代 14.7％、50代 16.7％、

60代 13.4％、70代以上 7.2％ 

居住地 道内 81.2％ 道外 18.8％ 

同行者 
子供連れ家族（17歳以下）42.9％、大人の家族（18歳以上）16.2％、夫

婦 17.9％、ひとり 5.8％、友人 10.7％、カップル 1.0％、その他 1.9％ 

イメージ ある 83.8％、ない 16.2％ 

来訪回数 
初めて 34.3％、2回目 16.7％、3回目 10.8％、4回目 5.9％、5回以上

32.0％、不明 0.3％ 

再来訪期間 半年以内 38.7％、1年以内 35.5％、３年以内 11.3％、それ以前 14.5％ 

来訪手段 マイカー83.3％、公共交通機関 1.2％、バスツアー0.9％、その他 14.6％ 

所要時間 
1時間未満 7.1％、1時間台 23.1％、2時間台 36.4％、3時間台 12.0％、 

4時間以上 20.1％、不明 1.3％ 

立寄り先 立寄った 47.4％、立寄っていない 47.1％、不明 5.5％ 

立寄る予定 立寄る 39.3％、立寄らない 46.4％、不明 14.3％ 

滞在時間 
日帰り（半日）31.6％、日帰り（一日）12.5％、1泊 2日 39.1％、 

2泊 3日 12.2％、3日以上 4.6％ 

町外宿拍 する 29.2％、しない 67.5％、不明 3.2％ 

旅行動機 

おいしいものを求めて 17.7％、歴史・文化を知るため 10.3％、 

自然を楽しむため 32.0％、日常から解放されるため 9.7％、 

家族サービスのため 9.7％、その他 20.7％ 

消費金額 平均 7,962円、最小値 100円、最大値 150,000円 

情報源 
自身の経験 35.4％、家族・友人知人などからの紹介 30.0％、インターネッ

ト利用（SNS含む）21.8％、紙媒体など 2.0％、その他 10.8％ 

総合満足度 満足 83.3％、普通 15.4％、不満 1.3％ 

個別満足度 

【景観】 
満足 89.1％、普通 10.2％、不満 0.7％ 

個別満足度 

【食事】 
満足 85.8％、普通 12.8％、不満 1.5％ 

個別満足度 

【物販】 
満足 72.1％、普通 25.7％、不満 2.3％ 

個別満足度 

【宿泊】 
満足 86.8％、普通 12.6％、不満 0.5％ 
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